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序　　文

本報告書は2005（平成17）年に実施した第13回出生動向基本調査（結婚と出産に関する全国調

査）独身者調査の結果の概要をとりまとめたものである。本研究所では、戦前の1940（昭和15）

年に夫婦の出生力の実態を明らかにするため、初めて出産力調査を実施した。戦後は1952（昭和

27）年に第２回調査を行って以降、５年ごとに「出産力調査」という名称で実施してきた（第10

回調査からは出生動向基本調査に名称を変更した）。1982（昭和57）年に実施した第８回調査か

らは、夫婦調査に加えて、当時少子化の主因となっていた晩婚化・未婚化の進行の背景を明らか

にするために、独身者の結婚観・家族観を調べることを目的とした独身者調査を同時に実施する

こととした。今回の調査は独身者調査としては６回目にあたる。なお、今回第13回調査は、結果

の比較検証の対象として国勢調査結果を用いることができることなどを勘案して、調査時期を２

年早めて、2005（平成17）年に実施した。

これまで出生動向基本調査の夫婦調査は、戦後の夫婦の出生子ども数の減少（少産化）、70年

代半ば以降の出生率低下（少子化）などの日本人出生の歴史的変化の実態と背景を明らかにして

きた。また、独身者調査は独身層の結婚、家族に対する意識や生活の状況などについて、80年代

以降の著しい変化をとらえてきた。そうした結果は、関連諸施策の基礎資料となるとともに、本

研究所が定期的に実施している将来人口推計においても今後の出生動向を見通す上で欠くことの

できない資料となっている。今回の調査結果についても、詳細な分析を経て、新たな人口推計に

活用されている。

この調査の実施にあたっては厚生労働省大臣官房統計情報部、都道府県、政令指定都市、保健

所ならびに全国の調査対象となられた方々から多大な御協力を得た。とりわけ調査対象に選ばれ

た方々の御協力がなければ、本調査は成り立たない。ここに深く感謝の意を表す次第である。本

調査結果が、家族支援等の諸施策に取り組まれている政策担当者、専門家ならびに、わが国の結

婚や出生力の動向に関心をもたれる方々の参考資料として広く利用されることを切に希望するも

のである。

なお、本調査は本研究所のプロジェクト調査研究として、金子隆一（人口動向研究部長）を中心

として、佐々井 司（人口動向研究部第１室長）、釜野さおり（人口動向研究部第２室長）、三田房

美（企画部主任研究官）、岩澤美帆（人口動向研究部主任研究官）、守泉理恵（人口動向研究部研究

員）の６名に加え、高橋重郷（本研究所副所長）、大石亜希子（千葉大学助教授、前社会保障基礎

理論研究部第２室長）、池ノ上正子（前人口動向研究部室長）の９名により実施された。

平成19年3月

国立社会保障・人口問題研究所長
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1. 調査の目的と沿革

国立社会保障・人口問題研究所は2005（平成17）年６月、第13回出生動向基本調査（結婚と出産

に関する全国調査）を実施した。この調査は他の公的統計では把握することのできない結婚ならび

に夫婦の出生力に関する実状と背景を定時的に調査・計量し、関連諸施策ならびに将来人口推計を

はじめとする人口動態把握に必要な基礎資料を得ることを目的としている。本調査は、戦前の1940

（昭和15）年に第１回調査、ついで戦後の1952（昭和27）年に第２回調査が行われて以降、５年ご

とに「出産力調査」の名称で実施されてきたが、第10回調査（1992年）以降名称を「出生動向基本

調査」に変更して今回に至っている。第８回調査（1982年）からは夫婦を対象とする夫婦調査に加

えて、独身者を対象とする独身者調査を同時実施している。したがって今回の調査は独身者調査と

しては６回目に当たる。なお、今回調査は、分析結果のより高い信頼性を確保するために、基礎事

項の国勢調査結果との比較が可能となるよう、従来の調査時期を２年早めて2005（平成17）年に実

施したものである。本報告はその第13回調査、独身者調査についてのものである。

2. 調査実施の概要
第13回出生動向基本調査・独身者調査は、全国の年齢18歳以上50歳未満の独身者を対象とした

標本調査で、以下に述べる要領で実施された。

（1）調査の時期
平成17年６月１日現在の事実について調査された。

（2）調査対象者
次項で述べる方法で抽出された、全国の年齢18歳以上50歳未満の独身男女を母集団とする

12,482人を調査客体とする。

（3）標本の抽出
本調査では以下の手続きによって調査地区を選定した。すなわち、厚生労働省大臣官房統計情

報部が実施した平成17年の「国民生活基礎調査」の調査地区である1,056カ所の調査地区（この調

査地区は、平成12年国勢調査のために設定された約94万調査地区の中から系統抽出法によって抽

出されたものである）のなかから、さらにもう一度系統抽出法によって選ばれた700の国勢調査地

区を抽出した。

調査客体は抽出された調査地区（このうち所得票対象単位区外）に居住する世帯に属するすべ

ての年齢18歳以上50歳未満の独身男女である。すなわち、本調査における調査客体は国勢調査地

区を抽出単位とする２段クラスターサンプリングによって抽出されたものである。
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（4）調査方法
調査方法は、従来から本研究所が実施してきた調査と同様、配票自計、密封回収方式である。

（5）調査の手順
調査対象の調査地区が設定されたのち、厚生労働省大臣官房統計情報部、政令指定都市、各保

健所の協力を得て調査員の選任、指導、説明などの調査準備を行った。調査実施日に先だって調

査員は受け持ち調査地区の全世帯を訪問し世帯名簿を作成し調査客体の確認を行い、調査対象者

に「調査票」、「調査のお願い」、「調査票回収用封筒」を配布して調査票記入を依頼した（巻末付

属資料参照）。

調査員は調査日に調査対象者を再訪問し、回収用封筒に密封された調査票を回収した。回収票

は直ちに国立社会保障・人口問題研究所に送付され、そこで全ての調査票について整理・点検さ

れた後コンピュータによる集計・解析が行われた。

（6）調査票の回収状況
調査客体数　･･･････…　12,482人

回収票数　･･･････……　 9,900票　回収率79.3％（前回84.6％）

有効票数　･･･････……　 8,734票　有効回収率70.0％（前回75.3％）

なお、未回収票の2,582票は、調査拒否、不在などの理由によるもので、調査関係機関各位の御

努力によりこの種の調査としては高い回収率をあげることができた。回収票のうち1,166票は記入

状況の極端に悪い調査票で、これらは無効票として集計対象から除外された。

（7）本報告の集計対象
本調査における独身者の概念には、18歳以上50歳未満の未婚者、離別者、死別者が含まれる。

一般に結婚や出産に対する意識や行動は、離死別経験者と未婚者では大きく異なっているため、

分析にあたってはこれらを別に扱うことが妥当である。本報告では、原則として未婚の男女につ

いての分析に限定した。また、第９回調査（1987年）までの調査では調査対象を35歳未満の独身

者に限定していたため、本報告においても時系列的な比較の都合上分析の対象として18歳以上35

歳未満の未婚男女を中心に行った。ただし、必要に応じて35歳以上の未婚者も分析に含める場合

があり、その際はその旨を明記している。

（8）標本の代表性
第13回出生動向基本調査・独身者調査によって把握された標本はどの程度、母集団を代表して

いるのだろうか。調査実施時期にあたる平成17年６月１日の母集団（年齢50歳未満の有配偶女子）

の正確な属性別人口構成を知ることは難しい。しかし、今回の調査は平成17年国勢調査と同じ年

に実施されており、この国勢調査は実施月に４カ月のずれはあるものの、母集団に対する全数調

査である点から、比較検証対象としては望ましいものである。そこで、本報告書では調査から得

られた未婚者標本の年齢分布と、平成17（2005年）10月1日に総務省統計局によって実施された国

勢調査によって計数された年齢別未婚人口の分布とを比較してみよう（参考図表1、参考図表2）。

「国勢調査」は国勢調査地区を抽出単位として、日本に３ヶ月以上在住するすべての人を対象に全

数調査が行われており、本調査の母集団を含んでいる。参考表１によれば、男女とも概ね両調査
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の年齢別分布は一致しているが、本調査の標本では男性25～29歳と女性25歳未満でやや過大とな

っている。ただし、その差は前者で2.7ポイント、女性18～19歳で2.0ポイント、25～29歳では1.4

ポイントである。国勢調査結果自体も誤差を含んでいるため厳密な検証は難しいものの、この結

果はこの種の標本調査としては比較的良好な代表性が保たれていること示していると考えられる。

したがって、本標本の分析は母集団の定量的属性に関して、有効な結果をもたらすと判断できる。

ただし、精密な結果が求められる分析においては、年齢をはじめとする属性を統制することによ

って、これが正確に実現されるよう工夫する必要があるだろう。

また、未婚者標本の年齢構成を過去３回の調査と比較すると（参考図表3）、各年齢層において

調査間で顕著な変動が見られる。たとえば、男女とも20～24歳の年齢層の割合は調査ごとに大き

く減少を示している。逆に30～34歳では男女とも増加がみられる。これは本調査の標本内には

「ひのえうま」世代、第２次ベビーブーム世代、あるいはその後に生まれた規模の小さな世代など、

人口規模の大きく異なる世代を含んでいるために、彼らが加齢によって年齢グループ間を移動し

て行くせいで、年齢構成に変化が生ずるものである。したがって、標本全体の調査年次間の比較
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第13回調査（平成17年6月1日） 
男　性 女　性 男　性 女　性 

年　齢 

【参考図表1】第13回出生動向基本調査(独身者調査)男女年齢別未婚者標本数と国勢調査結果との比較 
 

総　　数 
　18～34歳小計 
　18～19歳 
　20～24歳 
　25～29歳 
　30～34歳 
　35～39歳 
　40～44歳 
　45～49歳 

国勢調査（平成17年10月1日）(11,000人)

4,002 (100.0%)
3,139 (78.4%)

422 (10.5 )
1,025 (25.6 )
1,025 (25.6 )

667 (16.7 )
412 (10.3 )
270 (6.7 )
181 (4.5 )

3,583 (100.0%)
3,064 (85.5%)

541 (15.1 )
1,187 (33.1 )

834 (23.3 )
502 (14.0 )
255 (7.1 )
161 (4.5 )
103 (2.9 )

13,110 (100.0%)
10,231 (78.0%)
1,401 (10.7 )
3,509 (26.8 )
2,999 (22.9 )
2,322 (17.7 )
1,321 (10.1 )

896 (6.8 )
663 (5.1 )

10,048  (100.0%)
8,451  (84.1%)
1,311  (13.1 )
3,189 (31.7 )
2,409 (24.0 )
1,541  (15.3 )

797  (7.9 )
484 (4.8 )
317 (3.2 )
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【参考図表2】第13回出生動向基本調査(独身者調査)男女年齢別未婚者標本分布と国勢調査結果との比較 
 



に当たっては、この年齢構成変動に注意を払う必要がある。というのは、年齢によって異なる指

標については、年齢別にみてなんら変化が起きていなくとも、標本の年齢構成が変わることで全

体の水準は見かけ上、変化を示すからである。このような指標の時系列変化を追う場合には、年

齢別に観察する必要がある。

3. 本書の構成

本稿の内容は大きく序章と三部から成っており、序章（本章）では、「調査の概要」について説

明する。第Ⅰ部「結婚という選択－若者たちの結婚離れを探る－」においては、現代の未婚者が

自らの結婚に対してどのような意識をもっているか、また異性との交際の実態などについて分析

を行い、近年の晩婚化・未婚化傾向の背景を探っている。第Ⅱ部「希望の結婚像－どんな結婚を

求めているのか－」では、現代の未婚者が希望として抱いている結婚像（何歳くらいで、どのよ

うな人と結婚したいか）、ならびに結婚後に望む子ども数などについて分析を行っている。また、

第Ⅲ部「未婚者の生活と意識－若者たちを取り巻く状況と意識－」では、未婚者の親との同別居

や就業状況の実態と結婚意欲などとの関係、女性の健康、あるいは結婚・家族に関する意識の変

化と、その結婚意欲との関係などについて分析する。なお、巻末に調査関係資料、ならびに単純

集計表とクロス集計表を掲載した。

4. 結果の要約

【第Ⅰ部　結婚という選択 －若者たちの結婚離れを探る－】
結婚意思を持つ未婚者は９割で推移、結婚を先のばしする意識は継続、
非正規就業者や無職の未婚男性で結婚意欲、結婚の利点を感じる割合が低い

1） 過去に減少傾向にあった「いずれ結婚するつもり」、「ある程度の年齢までには結婚するつも

り」の未婚者割合は横這いか、わずかながら取り戻しを示している。しかし、当面の結婚に

対しては主な年齢層で「まだ結婚するつもりはない」とする未婚者が継続して増えている。

就業の状況別にみると男性では正規雇用者や自営業等で結婚意欲が高く、非正規就業者や無

職で低い傾向が顕著である。
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男　性 女　性 

年　齢 

【参考図表3】第10～13回調査(独身者調査)における男女未婚者標本の年齢構成の比較 

総　　数 
　18～34歳小計 
　18～19歳 
　20～24歳 
　25～29歳 
　30～34歳 
　35～39歳 
　40～44歳 
　45～49歳 

第10回調査 
（1992年） 

第11回調査 
（1997年） 

第12回調査 
（2002年） 

第13回調査 
（2005年） 

第10回調査 
（1992年） 

第11回調査 
（1997年） 

第12回調査 
（2002年） 

第13回調査 
（2005年） 

100.0%
86.9
17.4
37.9
21.4
10.2

6.6
4.7
1.9

100.0
85.2
13.3
36.0
24.6
11.3

6.1
4.9
3.7

100.0
83.5
15.1
30.1
24.1
14.2

6.9
5.0
4.6

100.0
78.4
10.5
25.6
25.6
16.7
10.3

6.7
4.5

100.0%
91.4
22.0
44.7
18.5

6.2
3.5
3.2
2.0

100.0
91.4
15.3
44.4
23.0

8.7
3.8
2.7
2.2

100.0
88.7
15.0
35.4
25.7
12.6

5.4
3.5
2.5

100.0
85.5
15.1
33.1
23.3
14.0

7.1
4.5
2.9



2） 結婚することには利点があると考える未婚者がやや増えた。若い層を中心に「子どもや家族

をもてる」ことに利点を感ずる人が増えたことなどによる。この結婚に利点を感ずる割合も

就業状況で違いがあり、正規雇用者で高く、非正規就業者や無職で低い傾向がある。

独身にとどまる理由、若い年齢層の女性を中心に
「仕事（学業）にうちこみたいから」が継続的に増加

1） 未婚者が独身にとどまっている理由は、若い年齢層を中心に「仕事（学業）にうちこみたい

から」が継続的に増えていて、女性でより顕著である。前回に比べると「適当な相手にめぐ

り会わない」や、男性では「結婚資金が足りない」がやや増えた。

異性との交際は低調なまま推移、同棲経験者は25歳以上で微増、
性経験率は男女とも頭打ち傾向

1） 未婚男性の過半数、女性の４割強は異性の交際相手を持っておらず、この割合は女性で今回

やや増えるなど、異性交際の状況は低調なまま推移している。ただ今回、これまで減少傾向

だった結婚したいと思う交際相手を持つ未婚男性の割合がやや増えた。

2） 同棲していると回答した未婚者は男女とも2％前後といまだ少数派だが、過去に同棲を経験し

た割合はわずかずつ増え、20歳代後半以降は男女ともほぼ１割に達している。

3） 未婚者の性経験率はこれまで増加傾向にあり、その傾向は女性で顕著であったが、今回調査

では男女ともに頭打ち傾向となっている。経験者の避妊実行の割合は男女とも8割強で、ほと

んどがコンドームであった。

【第Ⅱ部　希望の結婚像 －どんな結婚を求めているのか－】
希望する結婚年齢の上昇傾向が頭打ち、女性では年齢の近い結婚相手を
望む傾向の進展が一段落

1） 未婚者が結婚したいと思う年齢は上昇が続いていたが、今回調査ではおおむね上げ止まって

おり、男性ではわずかに下がる傾向も見られる。

2） 男女とも自分と近い年齢の結婚相手を望む傾向が強まっていたが、今回調査では女性でこの

変化傾向に一定の休止が見られ、一段落を示している。

未婚女性の理想・予定のライフコースで「両立」が増加、
男性が女性に望むコースでも増加傾向

1） 未婚の女性が理想とするライフコース、実際になりそうだと考えるライフコースでは、とも

に仕事と育児の両立コースが増加した。男性が女性に期待するコースでも両立コースが３割

近くに達し、専業主婦を望む人は急速に減少している。また、理想、予定とも両立コースを

選択する未婚女性は、正規雇用者など安定した仕事に就いている人に多いが、理想と予定の

間には一定のギャップが見られる。

未婚男女の希望子ども数は下げ止まり、就業状況や本人のきょうだい数で差

1） 未婚者が持ちたいと望む子どもの数は近年一貫して減少してきたが、今回調査では男女とも

に下げ止まりが見られた。また、今回初めて女性の希望子ども数が男性を上回った。
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2） 希望子ども数は、男性の自営業で多い傾向があり、男女とも非正規就業者、無職・家事で少

ない傾向が見られる。また、本人のきょうだい数で差が見られ、一人っ子や２人きょうだい

に比べて３人以上のきょうだいの場合に希望子ども数が多い傾向がある。

【第Ⅲ部　未婚者の生活と意識 －若者たちを取り巻く状況と意識－】
未婚男性の親との同居率は横這い

1） 未婚者の親との同居率は、近年男性で上昇を示したが、今回調査ではおおむね横這いとなっ

た。女性では年齢により傾向が異なり、従来低かった30～34歳の同居率が上昇する傾向がみ

られた。

2） 未婚男性の親との同居率は就業の状況により異なり、無職・家事、自営業等、ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄで

高く（80％台）、正規雇用、学生で低い（60％台）。女性では、学生を別にすると就業の状況

による同居率の差は小さいが、男性同様無職・家事、ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄで高い傾向が見られる。

未婚女性の5人に一人が妊娠・出産にかかわる健康に問題を抱えている

1） 18歳～34歳の未婚女性の５人に１人は、妊娠や出産にかかわる健康について問題や障害を感

じている。最も多いのは月経にかかわる問題で、30歳代では婦人科系の障害や不妊を心配す

る人も多い。

結婚・家族を支持する意識に復調、周囲の結婚・子育てに肯定的な人は結婚意欲が高め

1） 未婚者の結婚・家族に対する意識は、概して家族・結婚を支持する意識に復調が見られる。

「生涯独身はよくない」「同棲するなら結婚すべき」「離婚はすべきでない」「子どもは持つべ

き」「結婚に犠牲は当然」などで支持が増えている。しかし「夫は仕事、妻は家庭」と考える

人は継続的に減少している。

2） 父親がよく家事をしていたと答えたのは男女とも２割台で、６～７割の人が周囲やマスコミ

から結婚や出産・子育てについてたいへんそうだと聞いている。親や友人の夫婦関係・結婚

に対しては、「うらやましい」「幸せそう」と感じている人が半数程度おり、そうでない人と

比較すると結婚意欲が高い。

10 序章　調査実施の概要と結果の要約
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第 I 部

結婚という選択

－若者たちの結婚離れを探る－

◆　◆　◆

第Ⅰ部では、第１章から第５章までを通して、現代の独身層の結婚に対する

意欲、意識、ならびに異性との交際など、彼らの結婚の選択をとりまく状況に

ついて、調査から得られた結果を報告する。
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金子隆一

本章では、最近の若者たちがどのくらい結婚を望んでいるのかということについて調査した結

果を報告する。一口に結婚を望むといっても、今は望まないが将来結婚したいとか、あるいは結

婚したいと思う相手にめぐり合うかどうか次第だと考える人も多いはずである。独身者調査では

以前からそうした結婚意欲のいくつかの側面について、複数の設問を用いて探っている。以下、

過去の調査結果と比較しながら、最近の結婚意欲の動向について調べてみよう。

1. 生涯の結婚に対する意欲

わが国ではかつては皆婚規範が根強く、特別な理由がない限り人生のなかで結婚することが当

たり前とする意識が一般的だった。しかし、近年では高い年齢にいたるまで未婚に止まる人達が

増え、結婚を選択的行為としてとらえる見方が広まっていると考えられる。独身者調査では、生

涯の結婚意思について、「いずれ結婚するつもり」か、それとも「一生結婚するつもりはない」の

かを二者択一で尋ねている。結婚を選択的行為と考える傾向が強まれば、これまでのように大多

数の未婚者が「いずれ結婚するつもり」と回答する状況は変わってくると考えられるが、実際は

どうだろうか。

結婚する意思をもつ未婚者は9割で推移

これまでの調査によれば、いずれは結婚しようと考える未婚者の割合は、近年わずかずつ減る

傾向にあった。しかし、前回第12回調査（2002年実施）以降は下げ止まりがみられ、結婚を志向

する者の割合は今回第13調査（2005年）でも、男女ともほぼ９割で推移している。すなわち、男

性では第11回調査（1997年）の85.9％から前回第12回調査と今回は同率の87.0％に戻り、女性では

最も低かった前回第12回調査の88.3％から90.0％に戻した（表1-1）。

このように未婚者を一括したとき1）にみられる変化は、後述するとおり未婚者の年齢構成や人

口中の未婚率の変化の影響を受けるために見方には注意が必要である。しかし、結論としては、

第８回調査（1982年）以降続いてきた生涯の結婚志向の減少傾向は、最近に至ってはやや歯止め

がかかっているものとみてよい2）。

一方で、生涯を独身で過ごすことを志向する未婚者（「一生結婚するつもりはない」）の側につ

第 １ 章 　 結 婚 の 意 欲

1） 本調査では、とくに断らないかぎり年齢18～34歳を年齢総数として扱う。
2） 第8回調査(1982年)時の年齢構成によって標準化した場合でも、今回第13回調査(2005年)の「いずれ結婚するつもり」の

割合は、男性87.4％、女性90.5％となり、ほとんど変わりない。



13第1章　結婚の意欲

いてみると、今回その割合は男性でやや増えて７％台となったが、女性では５％台にとどまって

いる。この割合は1980年代からずっと際立った増加がみられず、今回男性でやや増えたとは言え、

近年の青年層における著しい未婚化（未婚率の増大3））を考えると、はっきりと非婚を標榜する未

婚者がほとんど増えていないことは特筆すべきことである。ただし、その代わりに前回調査まで

は、「結婚するつもり」とも「しないつもり」とも答えない、態度不詳の者が増えていて、これが

消極的な形ではあるが、皆婚的意識の揺らぎを示していた。しかし今回調査では、この態度不詳

者の割合はやや減っており、やはり皆婚意識の希薄化傾向は小休止に至っているようである。

表1-2には、「いずれ結婚するつもり」と回答した未婚者の割合を調査ごとに年齢別に示してい

る。ここでは参考のため、35-49歳の未婚者についても結果を示している（ただし、第８～９回調

査では35歳以上について調査していない）。また、表1-3には、これらの割合の各調査間における

変化（何ポイント増加したのか）を示している。ここでも各年齢で、女性未婚者を中心に割合が

わずかずつ増えているようすがわかる。

3） 国勢調査（総人口）によれば、20～34歳の未婚率は1980年男性52.4%、女性 33.3 %から2005年にはそれぞれ68.5％、
57.1％へと増加している。

【 男　　性 】 
【表1-1】調査別にみた、未婚者の生涯の結婚意思 

生涯の結婚意思 

いずれ結婚するつもり 

一生結婚するつもりはない 

不　　　　詳  

総　　　数 ( 18～34歳 ) 

(標　 本　 数)

設問「自分の一生を通じて考えた場合、あなたの結婚に対するお考えは、次のうちのどちらですか。」 
　　：1.いずれ結婚するつもり、2.一生結婚するつもりはない 
注：対象は18～34歳未婚者。 

第8回調査 
（1982年） 

第9回調査 
（1987年） 

第10回調査 
（1992年） 

第11回調査 
（1997年） 

第12回調査 
（2002年） 

第13回調査 
（2005年） 

95.9%

2.3

1.8

100.0%

(2,732)

91.8

4.5

3.7

100.0

(3,299)

90.0

4.9

5.1

100.0

(4,215)

85.9

6.3

7.8

100.0

(3,982)

87.0

5.4

7.7

100.0

(3,897)

87.0

7.1

5.9

100.0

(3,139)

【 女　　性 】 

生涯の結婚意思 

いずれ結婚するつもり 

一生結婚するつもりはない 

不　　　　詳  

総　　　数 ( 18～34歳 ) 

(標　 本　 数)

第8回調査 
（1982年） 

第9回調査 
（1987年） 

第10回調査 
（1992年） 

第11回調査 
（1997年） 

第12回調査 
（2002年） 

第13回調査 
（2005年） 

94.2%

4.1

1.7

100.0%

(2,110)

92.9

4.6

2.5

100.0

(2,605)

90.2

5.2

4.6

100.0

(3,647)

89.1

4.9

6.0

100.0

(3,612)

88.3

5.0

6.7

100.0

(3,494)

90.0

5.6

4.3

100.0

(3,064)
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ただし、年齢別にこの割合を比較するときには注意が必要である。というのは、近年の晩婚化

によって高い年齢ほど未婚率の変化（増加）が著しく、結婚意思を持った未婚者がより高い年齢

まで残っているので、見かけ上「いずれ結婚するつもり」の割合は上昇することになる。この未

婚率上昇の構造的な効果を差し引いて、各年齢層で結婚志向者が実質的に増えたかどうかをみた

のが表1-4である4）。

4） 前回調査、当該調査における未婚率、意思あり割合をそれぞれS
0
,y

0
,S

1
,y

1
とすると、未婚率が前回調査と同じだった場合に

想定される当該調査の未婚者中の「結婚意思あり」割合は、 y^
1
＝1-(1-y

1
)

S
1－S
0

として推定される。したがって、未婚率変化が

無かったと想定した場合の意思あり割合の「実質変化」は、 y^
1
-y

0
として推定される。なお、各調査時点の未婚率は、国勢

調査による配偶関係別構成比を補間して求めた（第13回調査については国勢調査年であるため補間せずに用いた）。

 年　　　齢 

【 男　　性 】 

設問：「自分の一生を通じて考えた場合、あなたの結婚に対するお考えは、次のうちどちらですか。」 
　　　1.いずれ結婚するつもり、2.一生結婚するつもりはない 
対象：18～34歳の未婚男女。参考として第10回調査以降について35～39歳の状況を示した。 

【表1-2】調査・年齢階級別にみた「いずれ結婚するつもり」と回答した未婚者の割合 

【 女　　性 】 

18 ～ 19 歳 

20 ～ 24 歳 

25 ～ 29 歳 

30 ～ 34 歳 

35 ～ 39 歳 

40 ～ 44 歳 

45 ～ 49 歳 

総数(18～34歳) 

総数(18～49歳)

第8回 
(1982年)

第9回 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

第8回 
(1982年)

第9回 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

96.0%

97.1

95.8

92.4

－
－
－
95.9%

－ 

90.0

92.6

93.9

86.9

－
－
－
91.8

－ 

87.5

90.9

92.0

87.0

80.5

66.7

50.0

90.0

87.6

85.5

86.7

87.1

80.9

80.1

71.4

51.4

85.9

83.5

88.4

88.3

86.3

83.8

81.1

74.1

63.4

87.0

84.8

88.4
87.7
88.0
83.7
81.8
70.0
53.6
87.0
83.8

95.5%

97.5

92.5

72.7

－
－
－
94.2%

－ 

93.5

95.1

91.8

75.6

－
－
－
92.9

－ 

88.8

92.0

89.9

83.8

63.0

42.9

27.8

90.2

86.6

87.6

90.7

87.1

88.7

69.1

46.7

36.4

89.1

86.0

85.8

90.9

87.7

85.1

76.8

52.9

38.1

88.3

85.2

89.5
91.5
91.8
84.3
73.3
57.8
45.6
90.0
86.1

 年　　　齢 

【 男　　性 】 

注：各回調査、各年齢階級において、「いずれ結婚するつもり」と回答した未婚者割合の前回調査との差（％のポイント変化）。 

【表1-3】調査・年齢別にみた「いずれ結婚するつもり」と回答した未婚者割合の変化 
【 女　　性 】 

18 ～ 19 歳 

20 ～ 24 歳 

25 ～ 29 歳 

30 ～ 34 歳 

35 ～ 39 歳 

40 ～ 44 歳 

45 ～ 49 歳 

総数(18～34歳) 

総数(18～49歳)

第9回 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

第9回 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

-5.9%

-4.5

-1.9

-5.5

－
－
－

4.1%

－ 

-2.6

-1.6

-1.9

0.1

－
－
－

1.7

－ 

-1.9

-4.2

-4.9

-6.1

-0.4

4.7

1.4

-4.1

-4.0

2.9

1.5

-0.8

2.9

1.0

2.8

12.0

1.1

1.3

0.0
-0.5
1.7

-0.2
0.7

-4.1
-9.8
0.1

-1.0

-2.0%

-2.4

-0.7

2.9

－
－
－

1.3%

－

-4.6

-3.1

-2.0

8.2

－
－
－

2.7

－

-1.2

-1.3

-2.7

4.9

6.1

3.8

8.5

-1.1

-0.5

-1.8

0.2

0.6

-3.6

7.6

6.3

1.8

-0.8

-0.8

3.7
0.6
4.1

-0.8
-3.4
4.8
7.5
1.8
0.9



15第1章　結婚の意欲

これによれば高い年齢を含むほとんどの年齢層で、「結婚意思あり」割合は、実質的には減少傾

向にあることがわかる。ただし、前回調査からはわずかながらプラスに転じている年齢層が見ら

れる。女性では今回20歳代までの層で実質的に増えている。男性でも前回の20～24歳に続き25～

29歳でわずかだが増加がみられる。したがって、最近の生涯の結婚意思の減退の歯止め、ないし

回復基調は実質的なものであるとみてよい。

2. 結婚に対するこだわり方

生涯に一度は結婚したいと思っている場合でも、それを当然のこととして考えている場合と、

条件が満たされた上での選択として捉えている場合では、結婚に対する行動には大きな違いがあ

るだろう。独身者調査では「いずれ結婚するつもり」と答えた未婚男女に、さらに「ある程度の

年齢までには結婚するつもり」なのか、それとも「理想的な相手が見つかるまでは結婚しなくて

もかまわない」のかという質問をしている。これによって、その結婚の意思が、結婚すること自

体を重視する必然型（ここでは結婚の年齢重視派と呼ぶ）なのか、あるいは結婚の内容にこだわ

る選択型（理想重視派と呼ぶ）なのかを分けることができるだろう。以下ではこの未婚者中の結

婚意欲の質的な違い、あるは変化についてみよう。

理想よりも結婚年齢にこだわる未婚者（年齢重視派）が過半数を挽回

表1-5、図1-1にこの項目について調査を始めた第９回調査（1987年）以降の結果を示した。あ

る程度の年齢までに結婚したいと考える者は第11回調査（1997年）まで減少する傾向にあり、逆

に理想の相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわないと考える者が増えていた。すなわち、

最初の第９回調査では男女ともに年齢重視派が理想重視派をかなり上回っていたが、理想重視派

がどんどん拡大を示し、第11回調査（1997年）までの10年間にこれらの割合は逆転した。この間、

結婚することを必然と考えるよりは、内容によって選択しようとする考えが広がっていたとみら

れる。

ところが、第11～12回の調査ではこれらの回答の構成変化が止まり、今回第13回調査に至ると

男女ともに「ある程度の年齢までには結婚したい」が挽回して「理想の相手が見つかるまでは結

 年　　　齢 

【 男　　性 】 

注：各回調査・各年齢階級において、未婚率が前回調査と同じだった場合に想定される未婚者中の「結婚意思あり」割合の変化（％のポイント変化）を 
　　推定して示した。国勢調査結果から各調査時期における年齢別未婚率を推定して用いている。 

【表1-4】調査・年齢別にみた「いずれ結婚するつもり」割合の実質的変化(推定値)
【 女　　性 】 

18 ～ 19 歳 

20 ～ 24 歳 

25 ～ 29 歳 

30 ～ 34 歳 

35 ～ 39 歳 

40 ～ 44 歳 

45 ～ 49 歳 

総数(18～34歳) 

総数(18～49歳)

第9回 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

第9回 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

-5.9%

-4.6

-2.4

-8.8

－
－
－

5.0%

－ 

-2.6

-1.7

-2.4

-1.9

－
－
－

2.4

－ 

-1.9

-4.1

-5.3

-8.9

-3.9

-3.6

-23.2

-4.4

-5.5

2.9

1.5

-1.2

0.9

-2.2

-1.4

2.3

1.1

0.5

0.0
-0.6
1.5

-1.2
-1.5
-8.1

-15.1
0.0

-1.4

-2.0%

-2.7

-3.1

-2.3

－
－
－

2.5%

－ 

-4.7

-3.4

-4.7

2.2

－
－
－

4.0

－ 

-1.2

-1.4

-4.9

0.4

-4.9

-7.4

-3.5

-1.7

-2.1

-1.8

0.1

-0.7

-7.9

-0.9

-9.4

-10.0

-1.0

-1.8

3.7
0.6
3.6

-2.9
-8.9
-5.5
-2.9
1.6
0.4



婚しなくてもかまわない」を再び逆転した。男性では前者は過半数にまで挽回し、女性でも五分

五分の構成にまで戻っている。したがって、ここでも未婚者たちの結婚に対する態度の傾向が、

最近になって変わってきていることが捉えられている。

90年代における「ある程度の年齢までに結婚したい」と考える者の減少は、若者の間で「適齢

期」意識が薄らいだことの現れであるとみられるが、2000年以降でこれに逆転がみられるとして

も、適齢期意識が復活したとは考えにくい。とすれば、単に結婚や家族を持つということに価値

を感じ、他の選択によってこれを損なわないようにと考えている若者が増えていることを示して

いると考えられる。現実には、あまりに結婚や出産の年齢の遅れが進んでいる中で、より若い世

代ではそのデメリットをも意識するようになった結果なのかもしれない。
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【 男　　性 】 

結婚に対する考え方 

【表1-5】調査別にみた、結婚意思をもつ未婚者の結婚に対する考え方(年齢重視・理想重視) 

ある程度の年齢までには結婚するつもり 

理想的な相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわない 

不　　　　詳 

総　　　　数 ( 18～34歳 ) 

(標　 本　 数)

第13回 
（2005年） 

第12回 
（2002年） 

第11回 
（1997年） 

第10回 
（1992年） 

第9回調査 
（1987年） 

51.9

46.7

1.3

100.0

(2,732)

48.1

50.5

1.4

100.0

(3,389)

48.6

50.1

1.3

100.0

(3,420)

52.8

45.5

1.6

100.0

(3,795)

60.4%

37.5

2.1

100.0%

(3,027)

設問「同じく自分の一生を通じて考えた場合、あなたの結婚に対するお考えは、次のうちどちらですか。」 
     1.ある程度の年齢までには結婚するつもり、2.理想的な相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわない 
対象：「いずれ結婚するつもり」と答えた18～34歳の未婚男女。 

【 女　　性 】 

結婚に対する考え方 

ある程度の年齢までには結婚するつもり 

理想的な相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわない 

不　　　　詳 

総　　　　数 ( 18～34歳 ) 

(標　 本　 数)

第13回 
（2005年） 

第12回 
（2002年） 

第11回 
（1997年） 

第10回 
（1992年） 

第9回調査 
（1987年） 

49.5

49.0

1.4

100.0

(2,759)

43.6

55.2

1.3

100.0

(3,085)

42.9

56.1

1.1

100.0

(3,218)

49.2

49.6

1.3

100.0

(3,291)

54.1%

44.5

1.3

100.0%

(2,420)

60.4 37.5

50.1

51.9

48.6

52.8

48.1

46.7

45.5

50.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【図1-1】調査別にみた、結婚意思をもつ未婚者の結婚に対する考え方（年齢重視・理想重視） 

54.1

42.9

44.5

56.1

49.5

43.6

49.2

49.0

55.2

49.6

【 男    性 】 【 女    性 】 

注：表1-5脚注に同じ。 

第13回調査 
(2005年)

第12回調査 
(2002年)

第11回調査 
(1997年)

第10回調査 
(1992年)

第9回調査 
(1987年)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある程度の年齢まで 
には結婚するつもり 

不
詳 

理想的な相手が見つか 
るまでは結婚しなくても 
かまわない 

ある程度の年齢まで 
には結婚するつもり 

不
詳 

理想的な相手が見つか 
るまでは結婚しなくても 
かまわない 
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年齢が高くなると理想の相手にこだわる者の相対的比率が増す

未婚男女における結婚の年齢重視派と理想重視派の傾向の変化は、年齢階級別に観察するとむ

しろ明瞭となる（表1-6, 図1-2）。

まず年齢層による違いを見ると、概ね年齢が上昇するほど理想重視派が増えているが、とくに

コーホートごとに追跡すると5）、最近の調査の20歳前後のわずかな減少を別として、年齢が高まる

ほど理想を重視する未婚者が増えている。男女ともとくに30歳前後での理想重視派の増加幅が大

きいが、とくに女性で顕著である。この年齢変化は、結婚年齢重視の者がより早く結婚すること

によって未婚人口中の理想重視の比率が増加する効果（選択効果）によって概ね説明がつくが、

ある程度の年齢を過ぎると結婚年齢に対するこだわりが薄らぐといった宗旨変えによる効果も考

えられる。

次に年齢層ごとの時系列変化をみると、どの年齢層でもすでにみた年齢総数での変化とほぼ同

じパターンで変わってきている。すなわち、前回第12回調査において構成比変化の停滞ないし逆

転が生じ、今回第13回調査においてはっきりとした逆転を示している。こうした変化が全年齢層

で同時に起きているということは、世代的な変化ではなく、時代的な変化が生じているというこ

とであり、第11回調査と12回調査の間、ちょうど2000年前後を境にどの世代もいっせいに意識に

変化が始まったといえる。

5） 第９回（18～19歳） → 第10回（20～24歳） → 第11回（25～29歳）、または第９回（20～24歳） → 第10回（25～29歳）
→第11回（30～34歳）といった追跡。

【 男　　性 】 【 女　　性 】 調　査 

年　齢 (標本数)総　数 不詳 

【表1-6】調査・年齢階級別にみた結婚に対する考え方(年齢重視・理想重視)の構成比 

注：表1-5脚注に同じ。 

ある年齢まで 
には結婚する 

理想の相手 
を待つ (標本数)総　数 不詳 ある年齢まで 

には結婚する 
理想の相手 
を待つ 

第9回調査(1987年) 
　　　総数(18～34歳) 
 　　　18 ～ 19 歳 
 　　　20 ～ 24 歳 
 　　　25 ～ 29 歳 
 　　　30 ～ 34 歳 
第10回調査(1992年) 
　　　総数(18～34歳) 
 　　　18 ～ 19 歳 
 　　　20 ～ 24 歳 
 　　　25 ～ 29 歳 
 　　　30 ～ 34 歳 
第11回調査(1997年) 
　　　総数(18～34歳) 
 　　　18 ～ 19 歳 
 　　　20 ～ 24 歳 
 　　　25 ～ 29 歳 
 　　　30 ～ 34 歳 
第12回調査(2002年) 
　　　総数(18～34歳) 
 　　　18 ～ 19 歳 
 　　　20 ～ 24 歳 
 　　　25 ～ 29 歳 
 　　　30 ～ 34 歳 
第13回調査(2005年) 
　　　総数(18～34歳) 
 　　　18 ～ 19 歳 
 　　　20 ～ 24 歳 
 　　　25 ～ 29 歳 
　　　 30 ～ 34 歳 

100.0%
100.0
100.0
100.0
100.0

100.0%
100.0
100.0
100.0
100.0

100.0%
100.0
100.0
100.0
100.0

100.0%
100.0
100.0
100.0
100.0
   
100.0%
100.0
100.0
100.0
100.0

(3,027)
(541)

(1,355)
(785)
(346)

(3,795)
(739)

(1,673)
(953)
(430)

(3,420)
(531)

(1,460)
(1,001)

(428)

(3,389)
(624)

(1,240)
(970)
(555)

(2,732)
(373)
(899)
(902)
(558)

60.4
57.9
61.8
63.1
52.3

52.8
49.9
55.2
53.3
47.7

48.6
47.6
51.0
49.7
38.8

48.1
47.6
50.2
48.6
43.1

51.9
52.3
52.8
54.9
45.5

37.5
39.9
36.3
34.5
45.4

45.5
48.7
43.4
44.8
50.0

50.1
51.2
48.2
48.9
58.6

50.5
50.5
48.9
50.1
54.8

46.7
46.1
46.3
43.6
53.0

2.1
2.2
1.8
2.4
2.3

1.6
1.4
1.4
1.9
2.3

1.3
1.1
0.8
1.5
2.6

1.4
1.9
1.0
1.3
2.2

1.3
1.6
0.9
1.6
1.4

100.0%
100.0
100.0
100.0
100.0

100.0%
100.0
100.0
100.0
100.0

100.0%
100.0
100.0
100.0
100.0

100.0%
100.0
100.0
100.0
100.0

100.0%
100.0
100.0
100.0
100.0

(2,420)
(601)

(1,271)
(427)
(121)

(3,291)
(780)

(1,640)
(664)
(207)

(3,218)
(531)

(1,591)
(791)
(305)

(3,085)
(507)

(1,267)
(888)
(423)

(2,759)
(484)

(1,086)
(766)
(423)

54.1
56.9
57.5
47.3
28.9

49.2
55.0
51.2
44.3
26.6

42.9
44.3
46.9
40.6
25.2

43.6
50.5
48.2
42.2
24.1

49.5
50.6
54.9
50.4
33.1

44.5
42.1
41.5
50.6
67.8

49.6
44.0
47.4
54.5
72.0

56.1
54.8
52.2
 58.2
72.8

55.2
47.9
50.2
57.2
74.5

49.0
48.1
43.8
47.9
65.5

1.3
1.0
1.0
2.1
3.3

1.3
1.0
1.4
1.2
1.4

1.1
0.9
0.9
1.3
2.0

1.3
1.6
1.6
0.6
1.4

1.4
1.2
1.3
1.7
1.4
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3. 当面の結婚に対する意欲
これまで若者たちの生涯を通しての結婚に対する考えを見てきたが、彼らの目前の結婚に対す

る気持ちはどうであろうか。もし今の若者たちが以前にもまして当面の結婚を先延ばししようと

考えているならば、今後もさらなる晩婚化が見込まれることになるだろう。当面の結婚に対する

意欲はより直接に行動に結びついているものと考えられる。

本調査では生涯の結婚意思をもつ者に対して、当面の（調査時点から１年以内の）結婚につい

て、「結婚したい」か、「理想的な相手が見つかれば結婚してもよい」か、あるいは「まだ結婚す

るつもりはない」かをたずねている。

結婚を先のばしする意識は継続

表1-7には、一年以内の結婚について「まだ結婚するつもりはない」と回答した未婚者の割合

の変化を年齢階級ごとに示した。この割合は、男女とも一部の年齢で横ばい、他ではすべて増加
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【図1-2】各回調査による年齢別にみた年齢重視・理想重視の未婚者の構成の推移 
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注：表１-5脚注に同じ。 



19第1章　結婚の意欲

しており、未婚者の間で、結婚を先のばしする意識は引き続き増加する傾向にある（表1-8、図

1-3には、他の選択肢への回答も含む構成比の変化を示している）。

すでにみたように、生涯の結婚に対する意識には、積極的な方向に変化が見える一方で、当面

の結婚に対しては、先送りしようとする意識が継続的に広まっており、現代の若者たちの結婚に

対する意識は、総論（結婚そのものへの評価）と各論（当面の自らの行動）で分裂を見せ始めて

いる。

 年　　　齢 

【 男　　性 】 

【表1-7】調査・年齢別にみた、「まだ結婚するつもりはない」と回答した未婚者の割合 

設問「それでは今から一年以内の結婚に関してはどのようにお考えですか。」 
　　　1.一年以内に結婚したい、2.理想的な相手が見つかれば結婚してもよい、3.まだ結婚するつもりはない 
対象：「いずれ結婚するつもり」と答えた未婚男女。 

【 女　　性 】 

18 ～ 19 歳 

20 ～ 24 歳 

25 ～ 29 歳 

30 ～ 34 歳 

総数(18～34歳) 
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第9回 
(1987年)

第10回 
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第11回 
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第12回 
(2002年)
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第9回 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

86.5%

71.6

31.5

14.5

57.3%

－

85.7

72.1

37.5

12.8

59.3

9.8

80.6

67.4

42.7

21.5

56.5

13.9

69.6

70.8

45.1

25.9

55.9

20.6

84.2
71.0
46.3
28.9
56.0
22.3

73.5%

52.7

16.6

13.2

49.5%

－ 

76.4

55.7

19.7

14.0

50.7

12.6

76.8

53.9

26.9

18.4

47.7

13.6

76.7

56.0

29.3

16.1

46.3

16.0

79.8
60.6
28.9
19.4
48.8
12.8

【 男　　性 】 【 女　　性 】 調　査 

年　齢 (標本数)総　数 不詳 

【表1-8】調査・年齢階級別にみた１年以内の結婚意思の構成比 

設問「それでは今から一年以内の結婚に関してはどのようにお考えですか。」 
　　　1.一年以内に結婚したい, 2.理想的な相手が見つかれば結婚してもよい, 3.まだ結婚するつもりはない 
対象：「いずれ結婚するつもり」と答えた18～34歳の未婚男女。 

１年以内に 
結婚したい 

理想の相手な 
らしてもよい 

第9回調査(1987年) 
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　　　総数(18～34歳) 
 　　　18 ～ 19 歳 
 　　　20 ～ 24 歳 
 　　　25 ～ 29 歳 
　　　 30 ～ 34 歳 

100.0%
100.0
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100.0%
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100.0
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100.0
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100.0
100.0
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100.0
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(3,027)
(541)
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(373)
(899)
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7.1
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1.2
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27.6
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67.4
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84.2
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理想の相手な 
らしてもよい 
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(2,420)
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(507)

(1,267)
(888)
(423)

(2,759)
(484)

(1,086)
(766)
(423)
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3.0

10.6
21.3
19.0

10.2
3.7
9.0

19.9
12.6

10.2
2.1
8.8

16.3
16.1

12.3
2.8
9.8

18.4
18.4

11.7
2.5
8.7

18.8
17.0

38.0
22.3
35.3
60.7
64.5

37.6
18.8
33.7
58.7
71.5

40.9
20.0
36.5
55.0
63.9

40.3
19.9
32.9
51.1
64.1

38.4
17.4
29.7
50.8
62.4

1.4
1.2
1.3
1.4
3.3

1.5
1.0
1.6
1.7
1.9

1.2
1.1
0.8
1.8
1.6

1.2
0.6
1.3
1.2
1.4

1.1
0.4
1.0
1.6
1.2

まだ結婚する 
つもりはない 

49.5
73.5
52.7
16.6
13.2

50.7
76.4
55.7
19.7
14.0

47.7
76.8
53.9
26.9
18.4

46.3
76.7
56.0
29.3
16.1

48.8
79.8
60.6
28.9
19.4
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4. 就業と結婚意欲

未婚者の結婚意欲を規定する要因は何であろうか。これまでの調査からは、学歴や就業状況、

あるいは異性との関係（交際相手や同棲相手の有無）などと関係が深いことがわかっている。近

年、若者の間では、とくに独身者で就業の社会状況に大きな変化がみられている。ここでは新た

な調査結果を加えて、この就業と結婚意欲との関係をみることにしよう。

男性では就業の状況によって結婚意欲が異なる

「いずれ結婚するつもり」と回答した未婚者の中で「一年以内に結婚したい」または「理想的

な相手が見つかれば結婚してもよい」と回答した未婚者の割合を図1-4に示した。

男性では就業の状況によって著しく異なることがわかる。すなわち、自営業・家族従業等、正

規雇用者で結婚してもよいと考える未婚者が多いが、非正規就業者（パート・アルバイト）は無

職・家事の人よりも結婚意欲が低い傾向にある。したがって、90年代以降にみられる非正規就業

者、いわゆるフリータの増大は、とくに男性の未婚層で結婚意欲を下げる要因の一つとなってい

たとみられる。
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【図1-3】調査・年齢別にみた、一年以内の結婚意思の構成の推移 
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注：表1-8脚注に同じ。 
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女性では学生を除くと男性ほどの差はみられないが、従来結婚意欲の高かった自営業・家族従

業等の従事者で後退がみられ、正規雇用者、派遣・嘱託などの未婚者で意欲が高くなっている。

就業と結婚意欲との関係については、結婚意欲が低いために正規の職に就かないといった逆の因

果関係も考えうるが、いずれにせよ就業と結婚とは深く関わっており、とりわけ男性でその関係

が強いことがわかる。なお次章においては、結婚意欲の背景ともなる結婚の利点についての考え

方と就業との関係について検討している。

5. 結婚意欲の指標

未婚男女の結婚意欲低下のペースが弱まる

これまで結婚意欲について三つの側面、すなわち生涯の結婚意思、年齢重視か理想重視か、そ

して当面の結婚意思について個別に動向を探ってきた。生涯の結婚に対する考え方と当面の意欲

では相反する動きを見せているが、これはどう考えるべきだろうか。ここではこれら結婚に関す

る意識の三つの側面から一つの結婚意欲を表す指標を構成して、これを用いて結婚意欲の総合的
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【図1-4】就業の状況別にみた、一年以内に結婚してもよいと考える未婚者の割合の推移 

結
婚
意
思
の
あ
る
未
婚
者
の
割
合
（
％
） 

結
婚
意
思
の
あ
る
未
婚
者
の
割
合
（
％
） 

【男　性】 【女　性】 

注：本図の数値は「いずれ結婚するつもり」と回答した18～34歳の未婚者の中で「一年以内に結婚したい」または「理想的な相手が見つかれば 
　　結婚してもよい」と回答した未婚者の割合。派遣・嘱託の区分は第12回調査以降で追加された。就業の状況の構成については、 
　　下記参考表を参照のこと。 
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6.3

10.5
6.4

20.5
2.8

100.0
(3,139)

66.4%
2.7
－

3.7
9.7

16.0
1.5

100.0%
(2,110)

65.6
2.5
－

3.9
7.1

19.7
1.2

100.0
(2,605)

66.1
1.1
－

4.5
5.3

21.8
1.2

100.0
(3,647)

54.4
2.3
－

14.1
5.7

20.4
3.0

100.0
(3,612)

44.5
2.5
4.8

16.3
8.1

18.7
5.1

100.0
(3,494)

40.8
1.6

10.6
13.5

6.8
24.3

2.3
100.0

(3,064)

【参考表】調査・就業状況別、標本構成 
【男性】 【女性】 

注：派遣・嘱託の区分は第12回調査以降で追加された。 
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な変化を探ることにしよう。

まず、三つの設問の回答結果を結婚意欲の段階順に再構成したものを表1-9に示した。これら

の各段階を結婚意欲の強さにしたがって０から１までの数値によって得点化し、たとえば年齢グ

ループごとにこの数値を平均することによって、そのグループの結婚意欲の強さを表すことにす

る6）。そうするとこの指標の数値は、グループの平均的結婚意欲に従って０～１間の値を取り、値

がより大きく、１に近いほど結婚意欲が強いことを示す。そして、仮にすべての未婚者が「一生

結婚するつもりはない」ならそのグループに対する値は０を、逆にすべての未婚者が「１年以内

に結婚したい」なら１の値をとることになる。

6） 表では、まず未婚者全体を「一年以内に結婚したい」者、「理想の相手が見つかれば(一年以内に)結婚してもよい」者、
「まだ結婚するつもりはない」者、「一生結婚するつもりはない」者に4区分し、さらに第二、三のグループについては、
「ある程度の年齢までには結婚するつもり」と「理想的な相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわない」に細分して、
より結婚に近い意識段階にあると思われるグループから順に列べている。年齢重視、理想重視の順については、希望結婚
年齢等の分析から、前者の方が平均としてより結婚に近い意識段階にあることが確認されている。これら各意識段階に対
して結婚から遠い順に０～１の数値を0.2間隔で与えて得点とし、これを観察対象のグループについて平均した値をそのグ
ループの結婚意欲の強さと考えて、結婚意欲の指標として用いることとする。なお、この指標はこれまでの独身者調査の
報告において、「結婚からの意識距離」として用いている指標と正負の方向、尺度が異なるだけで、基本的に同じ量を測
るものである。すなわち、結婚意欲の指標をI、結婚からの意識距離をDとして、I ＝1-(D -1)/5、またはD ＝5×(1-I )+1の
関係がある。

0.4

0.5

0.6

0.7

18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 

【女　性】 

0

年齢 
18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 

年齢 

【男　性】 

結
婚
意
欲
の
指
標 

結
婚
意
欲
の
指
標 

0.4

0.5

0.6

0.7

0

第 9 回調査(1987年) 

第10回調査(1992年) 

第11回調査(1997年) 

第12回調査(2002年) 

第13回調査(2005年)

第 9 回調査(1987年) 

第10回調査(1992年) 

第11回調査(1997年) 

第12回調査(2002年) 

第13回調査(2005年)

【図1-5】調査別にみた、結婚意欲の指標の年齢パターン 

注：結婚意欲の指標とは、対象集団の結婚意欲の強さを0から1の値として表したもの。詳しくは本文、または表1-9の脚注を参照。 
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【男性】 

(意欲 =1)

「まだ結婚するつもりはない」 

(=0) 不詳 

年齢 
「一生結婚するつもりはない」 

18～19歳 

20～24歳 

25～29歳 

30～34歳 

35～39歳 

40～44歳 

45～49歳 

総数(18～34歳) 

総数(18～49歳)

100%

100

100

100

100

100

100

100%

100%

(422)

(1,025)

(1,025)

(667)

(412)

(270)

(181)

(3,139)

(4,002)

1.4%

3.5

10.0

10.9

10.7

8.1

7.2

6.9%

7.4%

4.7

10.2

17.8

19.5

17.7

11.5

7.7

13.9

13.9

5.7

10.5

17.3

27.6

33.7

36.3

30.4

15.7

19.6

39.8

33.1

21.4

10.5

6.1

5.6

1.1

25.4

20.9

34.1

29.0

19.1

13.3

11.7

6.3

3.3

23.1

19.9

5.2

6.8

6.9

9.0

10.9

17.0

34.3

7.1

9.4

9.0

6.8

7.5

9.1

9.2

15.2

16.0

7.8

8.8

0.34

0.40

0.51

0.55

0.55

0.50

0.39

0.46

0.47

0.40

0.41

0.52

0.57

0.56

0.52

0.46

0.46

0.47

0.35

0.42

0.53

0.57

0.57

0.53

0.35

0.46

0.47

0.33

0.42

0.57

0.64

0.61

0.47

0.33

0.46

0.47

0.34

0.44

0.62

0.65

-

-

-

0.49

-

総数 
(標本数)

【表1-9】年齢別にみた、結婚への意識段階の構成、および結婚意欲の指標 

「一年以内に結婚したい」 

結婚年齢 
重視派 
(=0.8)

理想相手 
追求派 
(=0.6)

「理想の相手なら(一年以内に)結婚してもよい」 

結婚年齢 
重視派 
(=0.4)

理想相手 
追求派 
(=0.2)

結
婚
意
欲
の
指
標 

（参 考） 
結婚意欲の指標 

第
12
回
調
査 

第
11
回
調
査 

第
10
回
調
査 

第
9
回
調
査 

注：結婚意識に関する複数の設問に対する回答から未婚者の意識段階の構成比を年齢階級別に示したもの。また、結婚意欲の指標とは「一生結婚するつも 
　　りはない」を0、「1年以内に結婚したい」を1として各段階を得点化し、グループの平均値を算出したもの。 
　　グループの結婚意欲の強さを0～1の値として表す。なお、結婚年齢重視派および理想相手追求派とは、それぞれ「ある程度の年齢までには結婚するつ 
　　もり」「理想的な相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわない」と回答したグループ。 

【女性】 

(意欲 =1)

「まだ結婚するつもりはない」 

(=0) 不詳 

年齢 
「一生結婚するつもりはない」 

18～19歳 

20～24歳 

25～29歳 

30～34歳 

35～39歳 

40～44歳 

45～49歳 

総数(18～34歳) 

総数(18～49歳)

100%

100

100

100

100

100

100

100%

100%

(541)

(1,187)

(834)

(502)

(255)

(161)

(103)

(3,064)

(3,583)

2.2%

7.9

17.3

14.3

10.2

3.7

4.9

10.5%

10.0%

7.4

13.7

19.1

13.1

11.0

5.0

2.9

14.0

13.0

8.1

13.3

27.5

39.0

40.4

40.4

35.0

20.5

23.2

36.2

30.9

13.8

5.2

2.4

0.0

0.0

23.0

19.8

34.6

24.3

12.7

11.2

6.7

7.5

2.9

20.8

18.7

7.2

4.5

4.1

9.2

16.9

29.2

41.7

5.6

8.5

4.3

5.3

5.6

8.0

12.5

14.3

12.6

5.6

6.7

0.36

0.47

0.60

0.57

0.52

0.39

0.33

0.50

0.49

0.37

0.48

0.59

0.58

0.55

0.37

0.26

0.51

0.50

0.36

0.48

0.58

0.59

0.48

0.32

0.23

0.49

0.48

0.39

0.48

0.62

0.55

0.42

0.25

0.15

0.49

0.48

0.41

0.51

0.64

0.54

-

-

-

0.51

-

総数 
(標本数)

「一年以内に結婚したい」 

結婚年齢 
重視派 
(=0.8)

理想相手 
追求派 
(=0.6)

「理想の相手なら(一年以内に)結婚してもよい」 

結婚年齢 
重視派 
(=0.4)

理想相手 
追求派 
(=0.2)

結
婚
意
欲
の
指
標 

（参 考） 
結婚意欲の指標 

第
12
回
調
査 

第
11
回
調
査 

第
10
回
調
査 

第
9
回
調
査 

表1-9には、この図この結婚意欲の指標を各回調査にごとに示している。また、図1-5では、そ

の年齢別パターンの年次変化を図示した。男性では、第９回調査（1987年）以降、概ねどの年齢

層でも結婚意欲は下がっていて、今回第13回調査においても当面の結婚意欲の低下を反映して、

下がっている。しかし20歳代後半では、これまでの低下のペースが弱まっているように見える。

一方女性では、これまで20歳代までは調査ごとに順次結婚意欲が下がる反面、30歳代以上では逆

に上昇を示し、意識の上でも晩婚化のパターンを示していた。しかし、今回調査では20歳代後半

で上昇を示しており、13年前の第10回調査（1992年）に近づいている。

結局、今回調査では男女とも少なくともこれまでの結婚意欲の低下のペースは衰え、わずかな

がら反転の兆しが見られる。こうした変化が、継続的な変化なのか、あるいは年次的な社会経済

環境の変動に反応した一時的ものなのかは、本調査だけは特定は困難である。実際の結婚動向と

も合わせて総合的に分析を続けて行く必要があるだろう。
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金子隆一

前章では、若者たちの最近の結婚意欲の変化について見た。しかし、なぜそのような変化が起

きているのだろう。結婚意欲の背景には、結婚に感じる価値や、あるいは逆に独身生活の魅力の

感じ方などがあり、それらの微妙なバランスが結婚に対する態度や行動を決めているのではない

だろうか。若者たちが結婚によって得られると考えているもの、逆に失うと感じているものが何

であり、どちらがより大きいと感じているのか。また、それらはどのように変化しているのか。

ここでは、それらを探ることによって、結婚意欲の変化の背景を探ることにしよう。

1. 結婚に利点はあるか？
本調査では第９回調査（1987年）以降、対象となる未婚男女に、現時点で結婚することには

「利点があると思う」か否か、また、現在の独身生活には「利点があると思う」か否かをたずねて

いる。さらに、それぞれ利点があると回答した者については、その利点が何であるのかを選択肢

から選ぶよう求めている。その選択内容については次節で扱うこととして、ここではまず結婚す

ることと、独身生活の利点の有無について、未婚者の考えを調べよう。

「結婚には利点がある」と考える未婚者がやや増える

表2-1に、結婚すること、および独身生活のそれぞれについて、利点があるかどうかを18～34

歳の未婚男女に尋ねた結果を示した。すぐにでも結婚することに利点があると感じているのは、

未婚男性のおよそ２／３（65.7％）、未婚女性の３／４（74.0％）であった。逆に男性の３割弱

（28.6％）、女性の２割強（21.5％）は結婚に利点はないと考えている。したがって、未婚者では女

性の方が若干多く結婚に利点を感じていることになる。また、時系列的には、男性では結婚に利

点を感じる割合はやや下降傾向だったが、今回調査ではやや上昇した（図2-1）。女性では、ほと

んど７割前後で変化がみられなかったが、やはり今回調査において上昇がみられた。

一方、今の独身生活に利点があると考える人は男性８割強（83.8％）、女子９割弱（87.2％）と、

結婚に利点を感ずる割合よりかなり多い。こちらも女性の方が男性に比べやや多い。また、男女

とも緩やかな下降傾向だったが、今回調査ではわずかずつ上昇している。

結婚に利点を感ずる男女がやや増えたことは、前章でみた生涯の結婚意欲の回復傾向とよく符

合している。しかし、独身生活に利点を感ずる割合もわずかながら増えており、これらを合わせ

て考えると、近年の経済基調の安定を背景に、独身者が生活や生き方に対してより積極的になっ

てきているのではないかとも考えられる。結婚・家族に対する評価やそれに基づく結婚への意欲

というものは、全般的な生活への意欲に連動している。このことに青年層に対する家族形成支援

のヒントがあるかもしれない。

第2章　結婚の利点・独身の利点
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【表2-1】調査別にみた、未婚者の結婚の利点・独身生活の利点に対する考え 

設問：「今のあなたにとって､結婚することは何か利点があると思いますか。」1.利点があると思う、2.利点はないと思う、 
　　　「それでは逆に今のあなたにとって、独身生活には結婚生活にはない利点があると思いますか。」1.利点があると思う、2.利点はないと思う 
注：対象は18～34歳未婚者。 

利点があると思う 

利点はないと思う 

不詳 

 

利点があると思う 

利点はないと思う 

不詳 

【男性】 【女性】 

第9回調査 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

第9回調査 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

  69.1%

  25.4

    5.5

100.0%

  83.0%

  10.7

    6.3

100.0%

(3,299)

  66.7

  29.1

    4.2

100.0

  83.6

  11.2

    5.2

100.0

(4,215)

  64.6

  30.3

    5.1

100.0

  82.7

  11.6

    5.7

100.0

(3,982)

  62.3

  33.1

    4.6

100.0

  79.8

  14.6

    5.6

100.0

(3,897)

 65.7

 28.6

  5.7

100.0

 83.8

 10.3

  5.9

100.0

(3,139)

  70.8%

  24.7

    4.5

100.0%

  89.7%

    5.4

    4.9

100.0%

(2,605)

  71.4

  25.2

    3.4

100.0

  89.0

    7.4

    3.6

100.0

(3,647)

  69.9

  25.5

    4.6

100.0

  88.5

    7.2

    4.3

100.0

(3,612)

  69.4

  26.3

    4.3

100.0

  86.6

    8.6

    4.8

100.0

(3,494)

 74.0

 21.5

  4.5

100.0

 87.2

  7.6

  5.1

100.0

(3,064)

今のあなたにとって 
結婚することは 

合　　計 

合　　計 

(標本数)

今のあなたにとって 
独身生活は 

【図2-1】調査別にみた、未婚者の結婚の利点・独身生活の利点に対する考えの推移 

【 男　　性 】 

65.7

28.6

83.8

10.3

62.364.666.769.1 %

33.130.329.125.4

79.882.783.683.0 %

14.611.611.210.7

調査回(年次)

【 女　　性 】 

74.0

21.5

87.2

7.6

69.469.971.470.8 %

26.325.525.224.7

86.688.589.089.7 %

8.67.27.45.4

調査回(年次)
注：表2-1脚注に同じ。 
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年齢による結婚の利点の感じ方が一様になりつつある

結婚や独身生活の利点の感じ方は年齢によって異なることが考えられる。図2-2は年齢別にみ

た結婚の利点の感じ方を、図2-3は独身生活の利点の感じ方をそれぞれ示した。

結婚の利点の感じ方は従来20歳代後半で多く意識されていたが、近年これが減少し、逆に20歳

代前半以前の若い層で増加が見られた結果、男女とも年齢による違いが少なくなっている（図2-

2）。一方、独身生活の利点の感じ方はもともと年齢による差が小さく、男性8割、女性9割前後の

非常に高い水準で安定しており、また調査によっても変化が少ない（図2-3）。したがって、現代

の独身者が結婚を望むようになるのは、けっして独身生活に不自由を感じてのことではないよう

である。

【 男　　性 】 

52.8
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63.9

61.8
58.5

53.452.2
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【図2-2】年齢別にみた「結婚することは利点がある」と考える未婚者割合の推移 
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【図2-3】年齢別にみた「独身生活は利点がある」と考える未婚者割合の推移 
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正規雇用者で高い結婚の利点

結婚の利点の感じ方は就業の状況によっても異なり、とくに男性では差が大きい（図2-4）。正

規雇用者の場合、利点を感じる人は70％前後で安定的に推移しており、40～50％台の無職・家事

等や非正規就業者（パート・アルバイト）から大きく隔たっている。女性でも近年、利点の感じ

方に就業の状況による差が明瞭となってきており、正規就業者、派遣・嘱託が最も高く、非正規

就業者、無職・家事の順となっている。これらのパターンは、やはり結婚意欲のパターン（第1章

４節）によく似ている。

独身利用者の利点の感じ方には、就業状況の違いによってこれほどの差はないが、正規雇用の

未婚者で利点を感じている人が多い。
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【図2-4】就業の状況別にみた「結婚することは利点がある」と考える未婚者割合の推移 

結
婚
す
る
こ
と
に
は
利
点
が
あ
る
（
％
） 

結
婚
す
る
こ
と
に
は
利
点
が
あ
る
（
％
） 
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　　就業の状況の構成については第1章図1-4（参考表）参照。 
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2. 結婚により得るもの、失うもの
前節では結婚や独身生活の利点の有無についてみたが、彼らは結婚することによって具体的に

どのような利点が得られ、また独身生活の何を魅力と感じているのだろうか。そして、それらは

どのように変化してきているのだろうか。ちなみに独身者が考える独身生活の魅力とは、言い換

えれば結婚することによって失われるものということになる。それらは結婚後に補うことのでき

ないものなのか。以下、独身者が考える具体的な結婚の利点、および独身生活の利点について調

べた結果を見て行く。

結婚の利点は｢自分の子どもや家族をもてる｣ことが大幅に増加

図2-5に、未婚者が結婚の利点について具体的に選択した項目を示した。結婚の利点として男

性では「精神的な安らぎの場が得られる」が最も多いが、女性では「自分の子どもや家族をもて

る」が最も多く、後者は今回調査で男女とも大幅に増加した。三番目に多い利点として男女とも

「愛情を感じている人と暮らせる」が続き、現在の未婚者の感じる結婚の利点は内面的事柄が上位

を占めている。一方、結婚の実利面については、男性で「社会的信用を得たり、周囲と対等にな

れる」「生活上便利になる」が減少傾向にあったが、今回は横這いとなった。女性では「親や周囲

の期待に応えられる」がやや増えたほか、「経済的余裕がもてる」を利点とする者がわずかずつ増

える傾向にある。結局、親や周囲の期待を意識し、子どもや家族を持つことの価値がより強く意

識されるようになったことが、今回の特徴である。
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注：18～34歳未婚者のうち何％の者が、各項目を主要な結婚の利点（二つまで選択）として考えているかを示す。 
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独身生活の最大の魅力は「行動や生き方が自由」であること

図2-6には、未婚者が現在の独身生活についての利点として挙げている項目を示している。独

身生活の利点は、男女とも圧倒的に「行動や生き方が自由」を挙げる割合が多い。それ以外では

「金銭的に裕福」「家族を養う責任がなく、気楽」「友人などとの広い人間関係が保ちやすい」など

が比較的多い。これらのパターンは調査ごとにほとんど変化がない。すなわち未婚者は結婚する

と行動や生き方、友人関係などが束縛され、家族扶養の精神的負担が加わると一貫して感じてい

る。ただし、女性で広い友人関係が保てることを独身生活の利点とする人が漸減しており、この

点に関する結婚の束縛感は緩んでいるようだ。
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【図2-6】調査別にみた、独身生活の利点 
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三田房美・岩澤美帆

これまでの章では若者たちの結婚に対する意識を探ってきたが、第３・４章では彼らの結婚を

取り巻く状況についてみていく。まずこの章では、異性との交際状況について探る。結婚の形成

においては、結婚相手の存在が第一の要件と考えられるが、そうした候補者を得る前提となる異

性交際については、現在の若者たちはどのような状況にあるのだろうか。

1. 異性の交際相手

未婚男女の異性との交際は、低調なまま推移している

本調査では、未婚男女について現在の異性との交際の状況を調べている。その結果（表3-1、

図3-1）によれば、「交際している異性はいない」と回答した未婚男性は52.2％で、前回調査

(52.8％)とほぼ同じ割合であり、過半数を占めている。しかし、回答不詳が減り、その分「交際相

手がいる」(婚約者、恋人、友人を含む)割合が41.2％と、前回調査（36.4％）より4.8ポイント増え

ていて、これまでの減少傾向をやや取り戻した。

一方、女性では「交際している異性はいない」と回答した割合は、前回調査(40.3％)から4.4ポイ

ント増加して44.7％となり、半数に近づいた。しかし、「交際相手がいる」割合には変化はみられ

ない。こうした変動はあるものの、男女とも半数前後の未婚者は友人としても異性の交際相手を

持っておらず、未婚者の異性交際はいぜん低調なまま推移している。

第 3 章 　 異 性 と の 交 際

異性との交際 
【 男　　性 】  【女　　性 】 

【表3-1】調査別にみた、未婚者の異性との交際 
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異性との交際は男性で増加、女性では減少

こうした異性との交際状況の変化を年齢別にみると（表3-2、図3-2）、前回調査と比較して男

性ではすべての年齢層で「恋人として交際している」「友人として交際している」が増加した。し

かし女性では、どの年齢層も「交際相手はいない」が増加している。

【男　性】 【女　性】 

【図3-1】調査別にみた、未婚者の異性との交際 
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【表3-2】調査・年齢別にみた、未婚者の異性との交際 
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47.7
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年　齢 
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30～34歳 
総数(18～34歳） 
参考(35～39歳)

1.1
4.7
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-

0.7
3.6
8.4
3.2
3.9
1.4

0.3
3.2
7.4
3.8
3.8
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0.3
2.9
7.4
4.0
3.9
2.4

0.6
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9.8
5.4
4.8
2.7

18.7
31.0
24.9
20.0
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-

25.3
37.5
29.1
18.6
31.6
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30.9
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31.6
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37.0
34.2
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-
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18.0
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16.1
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13.0
12.3
12.0
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12.4

9.5

12.8
13.7
12.2
12.4
12.9
12.5

47.1
35.3
38.7
45.6
39.5

-

47.6
33.1
37.3
53.8
38.9
56.5

55.3
37.0
39.1
50.9
41.9
57.0

47.5
38.7
35.8
45.1
40.3
51.2

56.4
40.4
39.4
51.2
44.7
55.3



図3-3には、恋人以上の親密な交際相手を持つ未婚者の割合について、年齢階級別に推移を比

較している。この割合は女性25歳以上で緩やかに増えてきたが、今回調査では停滞ぎみである。

他の年齢層では際立った変化がない。また、図では交際相手との結婚希望による内訳を示してい

るが、こちらも大きな変化は見られない。交際相手との結婚希望については、次節でやや詳しく

みることにする。

異性交際の男女差

つぎに異性交際の男女差についてみてみると、すべての年齢層で男性は女性よりも交際相手をも

たない者の比率が高い（表3-2、図3-2）、逆に言えば、同じ年齢層で比較すると女性は常に男性よ

り交際相手をもつ比率が高い。交際相手の内訳をみると、女性ではすべての年齢層で男性より「恋

人」をもっている者の割合が多いが、その男女差は少し縮まった。また「友人として」については

男女間であまり差がなく、わずかに女性の比率が高く推移していたが、今回調査で男女が逆転した。
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【図3-2】調査・年齢別にみた、未婚者の異性との交際 
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【図3-3】調査・年齢別にみた、恋人以上の交際相手のいる未婚者の割合と相手との結婚希望による内訳 



この交際の男女差の理由として、結婚年齢に男女差があるために18～34歳男性未婚者の絶対数

は女性よりも多くなり、その中で恋人どうしが一対一の交際と考えれば女性の恋人をもつ率は男

性より必然的に高くなることが挙げられる1)。

男女交際の年齢パターンについてみると（表3-2、図3-2）、18～19歳では男性で６割、女性で

５割半が交際相手をもたないが、20歳代になると恋人をもつ者が増えることで男性で４割半、女

性で５割半が交際相手をもつようになる。反面、友人としての交際相手をもつ割合はほとんど変

わらない。その後、男女とも30歳代から再び交際相手をもたない者の割合が増える。ただし、こ

の割合の増加はこの年齢層で結婚による分母人口（未婚人口）の減少が著しいためのもので、実

数が増加するわけではない。

生涯独身志向の男女「交際相手いない」者が8割

異性との交際と結婚の意欲との関係をみると（表3-3）、「一生結婚するつもりはない」とする

生涯独身志向者で、交際相手のいない者が男性で82.5％、女性で76.7％と非常に高い。

反対に最も結婚意欲の高い「一年以内に結婚したい」と回答した者では、「恋人」以上の交際相

手をもつ割合が、男性83.1％（前回調査80.0％）、女性86.9（86.5％）と格段に高く、親密な交際相

手をもつことと結婚意欲の強さが密接な関係にあることを示している。ところが「理想の相手が

いれば（一年以内に）結婚してもよい」とする者と「まだ結婚するつもりはない」とする者との

比較では、より結婚に近い意識段階にあると考えられる前者の方が交際相手をもつ者が少なく、

交際相手をもつ場合でも「恋人」の割合が低い。「理想の相手がいれば結婚してもよい」とする者

で「恋人として交際している異性がいる」割合は男性17.3％、女性24.1％にすぎない。つまり、結

婚の意欲がかなり高いと考えられる層での、異性交際が不活発なことになる。
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不　詳 

【表3-3】結婚への意欲の違いからみた異性との交際 

注：対象は18～34歳未婚者。 

男性 
　一年以内に結婚したい 
　理想の相手ならしてもよい 
　まだ結婚するつもりはない 
　一生結婚するつもりはない 
　不            詳　 
　総            数 
（参考）第12回調査（2002年） 
一生結婚するつもりはない 
女性 
　一年以内に結婚したい 
　理想の相手ならしてもよい 
　まだ結婚するつもりはない 
　一生結婚するつもりはない 
　不            詳 
　総            数 
（参考）第12回調査（2002年） 
　一生結婚するつもりはない 

100.0% (218)
100.0 (930)
100.0 (1,522)
100.0  (223)
100.0 (246)
100.0% (3,139)

100.0% (211)

100.0% (322)
100.0 (1,055)
100.0 (1,342)
100.0 (172)
100.0 (173)
100.0% (3,064)

100.0% (176)

29.4
1.2
0.4

 -
3.7
2.9

　-

32.9
2.3
0.7

 -
4.6
4.8
　
　-

婚約者がいる 総数（標本数） 結婚への意欲 
恋人として 
交際している 
異性がいる 

友人として 
交際している 
異性がいる 

交際している 
異性はいない 

53.7
17.3
29.2

5.4
11.0
24.3

4.7

 54.0
24.1
38.5
8.1 

10.4
31.9

9.7

6.9 
17.7
15.2

9.0
3.3

14.0

6.6

3.7
16.9
13.6
11.0

2.3
12.9

6.8 

10.1
61.5
53.5
82.5
19.1
52.2

83.9

8.4
54.2
45.3
76.7
18.5
44.7

76.7

-
2.3
1.6
3.1

63.0
6.6

4.7

0.9
2.6
1.9
4.1

64.2
5.7

6.8

1） その他、集計対象となる年齢(18～34歳)以外の交際相手をもっている場合には、交際相手の保有率に差が生じる。
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2. 交際相手との結婚希望

恋人との結婚を望む者、男女とも７割弱

異性と交際している未婚者に対して、その交際相手との結婚希望をたずねている（表3-4、図

3-4）。「恋人」としての交際では男性65.5％(前回調査58.9％)、女性66.0％(66.1％)が相手との結婚

を希望している。逆に言えば男女とも約1/3の者は必ずしも現在の「恋人」との結婚を望んでいな

いということになる。また「友人」として交際している場合には、相手との結婚を望む者は男性

13％、女性12％程度である。今回調査では男性で「恋人」との結婚を希望するものが約7ポイント

増加し、前々回調査レベルに戻った。そのため、前回調査で生じた結婚希望に関する女性との差

はなくなった。

【男性】 

結婚したい 不詳 
調査（調査年次） 

恋人として交際している異性について 友人として交際している異性について 

総　数 

【表3-4】調査別にみた、交際相手との結婚を希望する未婚者の割合 

注：それぞれの異性の交際相手をもつ未婚者の中で、その交際相手との結婚を希望する未婚者の割合を示す。 
　　対象は異性の交際相手がいると回答した18～34歳未婚者(「婚約者がいる」を除く)。 

とくに 
考えて 
いない 

結婚したい 不詳 総数（標本数） 
とくに 
考えて 
いない 

第10回(1992年） 

第11回(1997年） 

第12回(2002年） 

第13回(2005年） 

(973)

(926)

(872)

(762)

100%

100

100

100

65.3%

66.7

58.9

65.5

33.4

31.3

38.9

33.2

1.3

1.9

2.2

1.3

100%

100

100

100

(809)

(610)

(439)

(440)

12.2%

14.3

14.1

12.7

85.3

82.0

80.4

85.2

2.5

3.8

5.5

2.0
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第13回(2005年） 

(1,151)
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【図3-4】調査・年齢別にみた、結婚を希望する交際相手をもつ未婚者の割合 
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注：異性の交際相手をもつ未婚者のなかで、その交際相手との結婚を希望する未婚者の割合を示す。 
　　対象は異性の交際相手がいる（「婚約者がいる」を含む）と回答した18～34歳未婚者。 
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3. 交際のきっかけ

きっかけは日常生活のなかで

これまでみてきた異性の交際相手とは、どのようなきっかけで知り合ったのであろうか。表3-5

に交際相手との知り合いのきっかけを示した。これらは、第８回調査(1982年)以降ほとんど変化が

なく、「職場や仕事の関係で」「学校で」「友人・兄弟姉妹を通じて」が７割弱を占めており、やは

り男女の出会いは日常的な場が最も多いという結果となっている。その内訳をみると、男性では

「職場や仕事の関係で」「友人・兄弟姉妹を通じて」がともに増加、「学校で」が減少した。逆に女

性では、「職場や仕事の関係で」「友人・兄弟姉妹を通じて」がともに減少、「学校で」が増加した。

「職場や仕事の関係で」および「学校で」で知り合う者の割合は、年齢によって大きく違って

いる。つまり18～19歳では交際相手をもつ者のうち男性で４割、女性で４割半が「学校で」知り

合っているが、その割合は年齢が上がるとともに急速に減少する。これに代わって「職場や仕事

の関係で」知り合った者が年齢とともに増加する。そして「友人・兄弟姉妹を通じて」知り合っ

た者の割合は、男性ではすべての年齢で２割、女性では25～29歳で３割弱、その他のすべての年

齢で２割となっている。

【 男　性 】 

学校で アルバイトで その他 不詳 

（参考表：夫婦調査による夫妻が知り合ったきっかけ） 

総数 (標本数)

注：調査時点より過去5年間に結婚した夫婦について。 

【表3-5】調査別にみた、交際相手と知り合ったきっかけ 

注：第8、9回調査では「アルバイト」は選択肢に含まれていない。また、第8回調査では複数の交際相手についての回答を許しているので 
　　合計100％ならない。各回調査とも、対象は異性の交際相手がいると回答した18～34歳未婚者。 

調　　査 
(調査年次)

職場や 
仕事で 

友人･きょう 
 だいを通じて 

街なかや 
旅先で 

サークル・クラブ 
習いごとで 

幼なじみ 
・隣人 

見合い･結 
婚相談所で 

100%

100

100

100

100

100

第 8 回 (1982年) 
第 9 回 (1987年) 
第10回 (1992年) 
第11回 (1997年) 
第12回 (2002年) 
第13回 (2005年)

(1,604)

(1,514)

(1,918)

(1,651)

(1,417)

(1,292)

22.0 %

29.7

26.6

23.0

22.7

24.5  

30.9

21.9

22.9

22.1

20.5

18.7

18.2

16.1

16.9

21.4

21.9

22.5

13.2

8.9

5.8

7.7

5.6

4.6

13.2

9.9

9.0

9.2

7.1

8.0

-

-

7.9

5.8

7.9

6.7

5.9

2.5

2.2

2.8

2.3

2.2

2.3

1.5

1.5

1.2

0.6

0.8

0.6

1.8

1.8

2.7

5.2

4.3

3.2

7.7

5.3

4.1

6.2

7.7

【 女　性 】 

学校で アルバイトで その他 不詳 総数 (標本数)
調　　査 
(調査年次)

職場や 
仕事で 

友人･きょう 
 だいを通じて 

街なかや 
旅先で 

サークル・クラブ 
習いごとで 

幼なじみ 
・隣人 

見合い･結 
婚相談所で 

100%

100

100

100

100

100

第 8 回 (1982年) 
第 9 回 (1987年) 
第10回 (1992年) 
第11回 (1997年) 
第12回 (2002年) 
第13回 (2005年)

(1,386)

(1,465)

(2,002)

(1,854)

(1,729)

(1,519)

32.5 %

30.7

29.6

28.6

25.2

24.2

29.1

21.3

19.6

21.0

17.0

20.9

16.8

19.8

18.9

20.2

26.0

24.0

9.3

6.9

5.0

6.5

4.9

5.0

12.7

9.1

8.4

7.8

7.1

6.1

-

-

8.4

7.3

8.7

6.4

5.7

2.2

2.4

1.9

1.3

2.6

2.7

2.3

1.5

1.3

1.2

0.6

1.1

1.6

2.5

2.1

5.0

4.9

3.1

6.1

3.6

3.2

3.7

5.4

学校で アルバイトで その他 不詳 総数 (標本数)
調　　査 
(調査年次)

職場や 
仕事で 

友人･きょう 
 だいを通じて 

街なかや 
旅先で 

サークル・クラブ 
習いごとで 

幼なじみ 
・隣人 

見合い･結 
婚相談所で 

100%第13回 (2005年) (1,076) 29.9 % 11.1 30.9 4.5 5.2 4.3 1.0 6.4 4.5 2.3
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4. 同　棲

同棲経験者、20代後半から30代で１割に達する

本調査では、未婚者における異性関係の状況を多方面から把握することを目的として、同棲経

験および性行動と避妊について調べている。この節で同棲、次節で性行動と避妊について述べる。

近年欧米では若者の間で同棲が一般化しており、このことが結婚の動向に大きな影響を与えて

いるといわれるが、わが国の最近の非婚化、晩婚化の動きに対して同棲は影響を与えているので

あろうか。表3-6には、第９回調査から今回調査までの同棲経験に関する調査結果を示した。こ

れによれば、現在同棲していると答えた未婚者(18～34歳)は男性1.9％、女性2.3％で、過去に経験

があると答えた未婚者(18～34歳)は男性6.0％、女性5.0％であった。つまり現在、過去を合わせて

も未婚者の中で同棲を経験している者は７％前後であり（男性7.9％、女性7.3％）、わが国の場合、

現時点では同棲が結婚の動向に大きな影響を及ぼしているとは考られない。ただし過去４回の調

査と比べると、同棲経験割合（現在＋過去）は着実に増えており、とくに今回調査では男性の同

棲経験の増加がめだつ。

同棲経験の年齢層による違いを表3-7と図3-5に示した（「同棲経験がある」には現在同棲中を

含む）。当然のことながら、経験者は年齢が上がるとともに増える傾向があるが、今回調査では同

棲経験割合の最も高かったのは、男性25～29歳（11.8％）、女性30～34歳（10.6％）であった。時

系列的にみると25～29歳、30～34歳での増加が明瞭で、今回調査では男性 11.8%、9.9％、女性

10.1％、10.6％とすべて１割前後に達している。しかしながら、現在同棲を継続している未婚男女

は、女性30～34歳で3.0％に達したものの、他はすべて2.0％台止まりで、わが国における「同棲」

はいまだ少数派である。

【 男 　 性 】 【 女 　 性 】 

総　　数 

同棲の経験 

【表3-6】調査別にみた、同棲経験の有無 

な　　い 
以前はあるが現在はしていない 
現在している 
不　　詳 

第9回 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

第9回 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

94.7
2.3
0.9
2.1

100.0
(3,299)

93.4
3.4
1.1
2.1

100.0
(4,215)

94.7
3.1
1.7
0.4

100.0
(3,982)

93.0
4.4
2.3
0.3

100.0
(3,897)

91.4
6.0
1.9
0.6

100.0
(3,139)

95.5
2.2
0.7
1.7

100.0
(2,605)

95.2
2.0
1.1
1.7

100.0
(3,647)

94.7
3.0
1.7
0.6

100.0
(3,612)

92.0
5.2
2.4
0.5

100.0
(3,494)

91.4
5.0
2.3
1.2

100.0
(3,064)

設問「あなたはこれまでに同棲の経験（特定の異性と結婚の届け出なしで一緒に生活をしたこと）がありますか。」 
        ない、以前はあるが現在はしていない、現在している 
注：対象は18～34歳未婚者。 

% %

% %
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5. 性経験と避妊

未婚者の性経験、増加傾向に一段落

性経験について未婚者にたずねた結果を表3-8と図3-6に示した。性経験があると回答した18～

34歳の未婚者は、男性58.2％(前回59.8％)、女性52.1％(55.4％)であった。前回調査までにみられた

女性での性経験割合の上昇傾向は止まっており、男性に続いて女性でも頭打ちの傾向が見られた。

(3,064)(3,897)(3,299) (4,215) (3,982) (3,139) (3,494)(2,605) (3,647) (3,612)

1.2%
3.5
3.3
5.0
3.2%

－ 

(0.5)
(1.0)
(0.7)
(1.5)
(0.9)

－ 

0.9
4.2
6.7
7.1
4.5

11.0

(0.2)
(1.3)
(1.3)
(1.6)
(1.1)

(1.9)

0.6
4.5
7.1
6.0
4.8

8.0

(0.5)
(2.1)
(1.7)
(1.9)
(1.7)

(1.0)

1.8
6.0

10.3
6.9
6.7

9.3

(0.8)
(2.8)
(2.8)
(1.8)
(2.3)

(1.2)

0.9
5.7

11.8
9.9
7.9

9.0

(0.5)
(2.5)
(2.2)
(1.3)
(1.9)

(1.0)

1.9%
2.7
4.1
4.4
2.8%

－ 

(0.8)
(0.8)
(0.0)
(0.6)
(0.7)

－ 

1.3
3.1
4.5
6.1
3.1

6.6

(0.8)
(1.1)
(1.4)
(1.6)
(1.1)

(0.1)

2.6
4.4
5.3
7.6
4.6

5.4

(1.0)
(2.3)
(1.0)
(1.5)
(1.7)

(0.7)

3.0
7.5

10.0
8.2
7.6

5.2

(1.7)
(2.7)
(3.0)
(1.4)
(2.4)

(0.5)

1.7
6.7

10.1
10.6

7.3

8.6

(1.1)
(2.2)
(2.9)
(3.0)
(2.3)

(3.1)

【 男 　 性 】 【 女 　 性 】 
年　齢 

【表3-7】調査･年齢階級別にみた、同棲経験のある未婚者の割合 

18～19歳 
20～24歳 
25～29歳 
30～34歳 

総数(18～34歳) 
(標本数) 

参考(35～39歳) 
 

第9回 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

第9回 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

注：対象は表3-6と同じ。表中の数字は同棲経験を持つ人(現在同棲中を含む)の割合。また（ ）の数字は現在同棲している人の割合。 

0.5 0.5 0.8 0.5

1.0 1.3 2.1 2.8 2.5
0.7 1.3 1.7

2.8 2.2 1.5 1.6 1.9 1.8 1.3

1.0 0.5
2.5 2.9

2.3
3.2 3.1

2.6

5.4 5.4

7.5 9.6

3.5
5.5 4.2 5.1

8.5

0.20.7 0.7 0.2

【男性】 (％)

0.8 0.8 1.0 1.7 1.1 0.8 1.1
2.3 2.7 2.2

0.0

1.4 1.0
3.0 2.9

0.6 1.6 1.5 1.4
3.01.1

0.5 1.7
1.4 0.6

1.9 2.0
2.1

4.8
4.5

4.1

3.1 4.3

7.0 7.2

3.8

4.5
6.1 6.8

7.6

【女性】 (％)

同
棲
経
験
の
あ
る
未
婚
者
の
割
合 

以
前
あ
り 

現
在
し
て
い
る 
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【図3-5】調査・年齢階級別にみた、同棲経験のある未婚者の割合 
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【 男  性 】 

第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 
年　齢 

性経験なし 性経験あり 不　詳 

【表3-8】調査・年齢階級別にみた未婚者の性経験の構成比 

設問「あなたはこれまでに異性と性交渉をもったことがありますか。」 1.ある、2.ない。ただし、第13回調査の設問の選択肢は、 
       1.過去1年以内にある、2.過去1年以内にはないが、以前にはある、3.ない。対象は18～34歳の未婚男女（参考として35～39歳を掲載）。 

18～19歳 

20～24歳 

25～29歳 

30～34歳 

総数(18～34歳） 

参考(35～39歳） 

71.9%

43.0

30.0

27.1

43.1%

   －

70.9

42.5

24.8

22.7

41.5

26.4

64.9

35.8

25.3

23.4

35.7

26.1

64.2

34.2

25.6

23.4

35.3

24.8

60.7

33.6

23.2

24.3

31.9

26.5

第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 

24.3%

52.7

66.6

68.3

53.0%

   －

25.1

54.8

71.3

72.3

55.0

70.1

31.9

60.0

70.6

71.3

60.2

70.4

33.3

60.1

69.3

71.0

59.8

69.4

31.5

57.5

66.0

64.3

58.2

64.8

第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 

3.8%

4.2

3.4

4.5

4.0%

  －

4.0

2.7

3.9

5.1

3.5

3.5

3.2

4.2

4.1

5.3

4.2

3.5

2.6

5.6

5.1

5.6

4.9

5.9

7.8

9.0

10.8

11.4

9.9

8.7

【 女  性 】 

第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 
年　齢 

性経験なし 性経験あり 不　詳 

18～19歳 

20～24歳 

25～29歳 

30～34歳 

総数(18～34歳） 

参考(35～39歳） 

81.0%

64.4

53.6

44.4

65.3%

   －

77.3

53.0

44.4

40.9

56.3

41.3

68.3

42.6

34.1

28.8

43.5

30.9

62.9

38.3

26.3

26.6

37.3

28.4

62.5

36.3

25.1

26.7

36.3

21.6

第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 

17.4%

31.9

40.0

38.8

30.2%

   －

20.7

42.0

46.7

49.8

38.3

48.6

28.2

52.0

58.3

61.3

50.5

57.1

32.3

55.7

64.8

62.8

55.4

61.6

31.8

54.2

60.4

55.0

52.1

56.9

第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 

1.6%

3.7

6.5

16.9

4.5%

－

1.9

5.1

8.9

9.3

5.4

10.1

3.5

5.4

7.6

9.9

6.1

12.1

4.7

6.0

8.9

10.7

7.3

10.0

5.7

9.5

14.5

18.3

11.7

21.6

【男性】 

71.9
70.9

64.9
64.2

60.7

43.0
42.5

35.8
34.2
33.6

30.0
24.8
25.3
25.6

23.2

27.1
22.7
23.4
23.4
24.3

4
3

4
6
9

3
4
4
5
11

5
5
5
6
11

24.3
25.1

31.9
33.3
31.5

52.7
54.8

60.0
60.1
57.5

66.6
71.3
70.6
69.3
66.0

68.3
72.3
71.3
71.0

64.3

8
3
3

4
4

(％) (％)【女性】 

81.0
77.3

68.3
62.9
62.5

64.4
53.0

42.6
38.3
36.3

53.6
44.4

34.1
26.3
25.1

44.4
40.9

28.8
26.6
26.7

4
5

5
6
10

6
9

8
9
15

17
9

10
11

18

17.4
20.7

28.2
32.3
31.8

31.9
42.0

52.0
55.7
54.2

40.0
46.7

58.3
64.8
60.4

38.8
49.8

61.3
62.8
55.0

2
2

3
5
6

経験なし 不詳 

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

18
〜
19
歳 

第 9 回(1987年) 
第10回(1992年) 
第11回(1997年) 
第12回(2002年) 
第13回(2005年)

20
〜
24
歳 

第 9 回(1987年) 
第10回(1992年) 
第11回(1997年) 
第12回(2002年) 
第13回(2005年)

25
〜
29
歳 

第 9 回(1987年) 
第10回(1992年) 
第11回(1997年) 
第12回(2002年) 
第13回(2005年)

30
〜
34
歳 

第 9 回(1987年) 
第10回(1992年) 
第11回(1997年) 
第12回(2002年) 
第13回(2005年)

18
〜
19
歳 

第 9 回(1987年) 
第10回(1992年) 
第11回(1997年) 
第12回(2002年) 
第13回(2005年)

20
〜
24
歳 

第 9 回(1987年) 
第10回(1992年) 
第11回(1997年) 
第12回(2002年) 
第13回(2005年)

25
〜
29
歳 

第 9 回(1987年) 
第10回(1992年) 
第11回(1997年) 
第12回(2002年) 
第13回(2005年)

30
〜
34
歳 

第 9 回(1987年) 
第10回(1992年) 
第11回(1997年) 
第12回(2002年) 
第13回(2005年)

経験あり 経験なし 不詳 経験あり 

【図3-6】調査・年齢別にみた、未婚者の性経験の構成比 

設問「あなたはこれまでに異性と性交渉をもったことがありますか。」1.ある、2．ない 
　　第13回調査の設問は、1．過去1年以内にある、2.過去1年以内にはないが、以前にはある、3.ない 
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性経験のある未婚男女の8割以上が避妊を実行

性経験のある未婚男女に、一番最近の経験における避妊実行の有無をたずねたところ、18～34

歳男性の84.7％、同女性の82.4％が避妊をしたと回答した（表3－9）。避妊を実行したものに限定

し、方法別にみると（表3－10）、コンドームの使用が男性で94.8％、女性で89.5%と圧倒的に多

い。ピル(経口避妊薬)の使用していると回答したのは男性で0.9％、女性では1.8％であった。

第13回調査(2005年) 
　　総数（18～49歳） 
　　総数（18～34歳） 
　　18～19歳 
　　20～24歳 
　　25～29歳 
　　30～34歳 
　　35～39歳 
　　40～44歳 
　　45～49歳 
(参考)第11回調査(1997年) 
　　18～34歳総数 

100.0%
100.0%
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0

100.0%

(2,382)
(1,827)
　(133)
　(589)
　(676)
　(429)
　(267)
　(179)
　(109)

(2,395)

83.0
84.7
86.5
87.3
85.4
79.7
82.4
75.4
67.0

76.4

16.0
14.6
13.5
12.1
13.8
19.6
16.1
20.7
31.2

19.5

1.1
0.7
0.0
0.7
0.9
0.7
1.5
3.9
1.8

4.2

100.0%
100.0%
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0

100.0%

(1,887)
(1,595)
　(172)
　(643)
　(504)
　(276)
　(145)
     (89)
     (58)

(1,823)

81.7
82.4
83.1
83.4
83.1
78.3
80.0
79.8
70.7

70.5

17.1
16.5
16.3
15.4
15.9
20.3
19.3
18.0
27.6

26.1

1.2
1.1
0.6
1.2
1.0
1.5
0.7
2.3
1.7

3.5

年齢 
【男性】 

不詳 総数 避妊した しなかった 不詳 
【女性】 

【表3-9】年齢別にみた、性経験のある未婚者の避妊の実行割合 

注：対象は上記年齢層の性経験のある未婚者。 
　　今回調査については、避妊の実行とともに使用した方法を訊ねているのに対し、第11回調査（1997年）では方法についてはたずねていない。 

(標本数)総数 避妊した しなかった 不詳 (標本数)

避妊方法 調査回 

注：対象は、性交経験があり、一番最近の経験時に避妊を実行したと回答した未婚男女について。妻については、現在避妊を実行している初婚どうし夫婦。 
　　性周期利用法とは、オギノ式、基礎体温法(頸管粘液法)。医療機関を介する方法とは、IUD、ピル、男女不妊手術のいずれかを含むものである。 
　　妻20歳未満は標本数が少ないため掲載を省略。ただし、総数には含む。国内では1999年に低用量ピルが認可されている。 

【表3-10】年齢別にみた、実行した避妊方法 

【男性】 
 第13回 
(2005年)

【女性】 
 第13回 
(2005年)

（参考） 
夫婦調査 
における妻 
第13回 
(2005年)

コンドーム 
性周期利用法 
ピル（経口避妊薬） 
性交中絶（膣外射精） 
その他 
不詳 
標本数 
コンドーム 
性周期利用法 
ピル（経口避妊薬） 
性交中絶（膣外射精） 
その他 
不詳 
標本数 
コンドーム 
性周期利用法 
IUD（リング･コイル･ループ） 
ピル（経口避妊薬） 
性交中絶（膣外射精） 
男性の不妊手術 
女性の不妊手術 
その他 
不詳 
(再掲)医療機関を介する方法 
標本数 
 

  94.0
    0.3
    1.2
    6.1
    0.8
    0.2
1,976
  87.9
    1.8
    1.8
  11.7
    0.5
    0.3
1,542
  74.9
    6.2
    1.6
    1.9
  21.8
    0.7
    2.7
    2.9
    0.9
    6.7

3,218 

  94.8
    0.3
    0.9
    5.6
    0.5
    0.2
1,548
  89.5
    1.5
    1.8
  10.4
    0.5
    0.3
1,314
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

 95.7
   0.0
   0.0
   5.2
   0.9
   0.0
  115
 97.2
   0.7
   0.7
   2.8
   1.4
   0.0
  143
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

95.9
  0.8
  1.4
  5.1
  0.6
  0.0
 514
89.7
  1.1
  2.4
  9.7
  0.0
  0.6
 536
83.1
  1.5
  0.0
  1.5
26.2
  0.0
  0.0
  1.5
  0.0
  1.5
   65

94.3
  0.0
  1.0
  5.7
  0.4
  0.2
 577
87.6
  1.9
  2.2
12.2
  0.2
  0.2
 419
80.1
  6.3
  0.6
  1.9
22.8
  0.0
  0.0
  3.5
  0.3
  2.5
 316

93.6
  0.3
  0.3
  6.1
  0.6
  0.6
 342
87.5
  1.9
  0.0
13.4
  1.4
  0.0
 216
76.9
  7.8
  1.3
  1.6
20.6
  0.5
  0.8
  2.5
  0.8
  4.0
 632

90.0
  0.5
  1.8
  8.6
  2.3
  0.0
 220
78.5
  4.3
  1.7
19.8
  0.9
  0.0
 116
76.6
  6.0
  1.9
  2.0
23.3
  0.0
  2.0
  2.6
  1.2
  5.7
 807

91.1
  0.0
  2.2
10.4
  2.2
  0.0
 135
88.7
  2.8
  0.0
12.7
  0.0
  1.4
   71
72.6
  6.1
  1.3
  2.3
20.4
  1.3
  3.6
  3.6
  0.5
  8.6
 769

95.9
0.0
2.7
2.7
0.0
0.0
73

61.0
4.9
4.9

31.7
  2.4
  0.0
   41
70.1
  5.6
  2.7
  1.4
22.0
  1.3
  5.9
  2.4
  1.4
11.3
 626

 (18～34歳) (18～49歳)
現在年齢 

（複数回答） 

18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 
総数 総数 

%

%

%

%

%
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三田房美

前章では、結婚の形成において最も重要な要件である適切な結婚相手の存在についてとり上げ

た。本章では、それ以外の一般的な結婚の要件について見ていくことにする。つまり、それは理

想的な結婚相手の候補が得られたとしたとき、なお結婚を妨げているものとして捉えることがで

きる。そうした観点から本調査では、現在交際中の相手、あるいは仮の理想的な相手と一年以内

に結婚するとした場合に、障害となることがあるかどうか、あるとすればそれはどのようなこと

なのか調べた。

1. 結婚の障害の有無

男女とも7割弱で結婚の障害があると回答

18歳以上35歳未満の「いずれ結婚するつもり」と回答した未婚者に、「現在交際している人と

（あるいは理想的な相手が見つかった場合）、一年以内に結婚するとしたら何か障害になることが

ある」かどうかを尋ねたところ、男性67.2％、女性68.9％の者から結婚することについて何らかの

障害があると回答があった（表4-1）。前回調査（2002年）と比べると、男性は３ポイントほど増

加し、女性は１ポイント減少した。

第 4 章 　 結 婚 の 障 害

【男　性】 

一年以内に結婚するとしたら 

【女　性】 

【表4-1】調査別にみた、未婚者の結婚の障害の有無 

 

第9回 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

第9回 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

障害になることがあると思う 

障害になることはないと思う 

不詳 

総数(18～34歳) 

（標本数） 

 67.1

 24.5

   8.5

100.0

（3,027） 

   67.9

   25.6

     6.6

 100.0

（3,795） 

   65.0

   28.2

     6.9

 100.0

（3,420） 

   64.5

   24.9

   10.7

 100.0

（3,389） 

  67.2
  25.2
   7.6

 100.0
（2,732） 

  69.2

  24.5

    6.3

100.0

（2,420） 

   71.3

   23.5

     5.2

 100.0

（3,291） 

   67.8

   27.2

     5.0

 100.0

（3,218） 

   70.1

   25.0

     5.0

 100.0

（3,085） 

 68.9
 25.4
  5.7

100.0
（2,759） 

注：対象は「いずれ結婚するつもり」と答えた18～34歳未婚者。 

 

%

%

%

%

【男　性】 

年　　齢 

【女　性】 

【表4-2】調査・年齢別にみた、結婚に障害があると答えた者の割合 

第9回 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

第9回 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

18～19歳 

20～24歳 

25～29歳 

30～34歳 

総数(18～34歳) 

参考(35～39歳)

71.7

76.1

59.1

42.5

67.1

 － 

75.0

75.0

59.4

46.7

67.9

40.6

74.6

69.9

58.2

51.9

65.0

43.0

64.7

73.1

60.0

52.6

64.5

48.5

78.6
76.6
60.0
56.1
67.2
55.5

77.2

71.4

57.6

47.1

69.2

 － 

82.6

74.8

56.8

48.3

71.3

43.7

83.4

72.8

55.4

46.6

67.8

34.0

85.6

77.1

61.0

49.4

70.1

42.6

84.3
75.9
60.2
48.9
68.9
53.5

注：対象は「いずれ結婚するつもり」と答えた18～34歳未婚者。 

%

%

%

%



年齢別にみると（表4-2）、25歳までの若い年齢層では、男女とも概ね８割弱の者が障害があると

答えている。しかし、年齢が上がるに従ってこの割合は減少していく。しかしながら、30～34歳に

至っても半数の者は障害があると答えており、30～34歳の男性においては、調査ごとに障害がある

と答えている者の割合が増えている。また、今回調査では男性は25～29歳を除き、すべての年齢で

障害があると答えている割合が増えており、女性ではすべての年齢でわずかずつ減少した。

2. 結婚の障害の内容

結婚の障害は、男女ともトップは「結婚資金」、2位は「職業や仕事上の問題」が迫る

図4-1 に障害の具体的な内容についての回答状況を示した。この図は、何らかの障害があると

答えた者に対して、図に示した具体的な結婚の障害の中から、該当する項目を最大二つまで選ん

でもらったものである。ただし、図に描いたパーセンテージは未婚者全体の中で、どのくらいの

割合の者が各選択肢を選んだのかを示すようにしている。すなわち、今回調査では18～34歳の未

婚者のうち、男性の１／３（34％）、女性の約３割（28％）の者が「結婚資金（挙式や新生活の準

備のための費用）」を結婚の障害として挙げていることになる。この項目は、前回調査までは他の

項目に比べてかなり突出していたが、今回調査では男性で６ポイント、女性で10ポイント減少し

た。そのかわりに「職業や仕事上の問題」を障害として挙げる者が、男性13.6％から21.9％と８ポ

イント、女性16.4％から22.5％と６ポイント一挙に増加した。これは最近の若者にとっては、経済

的問題以前に、雇用条件の悪化や働き方の問題などが大きな障害になりつつあることを示唆して

いる。その他の項目では際立った変化は見られない。
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【男性】 【女性】 
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【図4-1】調査別にみた、結婚の障害の内容 

第 9 回調査 

第10回調査 

第11回調査 

第12回調査 

第13回調査 

第 9 回調査 

第10回調査 

第11回調査 

第12回調査 

第13回調査 

注：各項目について、未婚者中何％の者がその項目を主要な障害（2つまで）と考えているかを示す。グラフ上の数字がそのパーセンテージを示す。 
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いま仮に「結婚資金」と「住居」を経済的障害、「親の承諾」と「親との同居や扶養」を家族上

の障害、さらに「学業」と「仕事」を社会的障害として分類すると、経済的障害を持つ者は男性

で延べ52％（第12回調査、58％）、女性42％（53％）、家族上の障害を持つ者は男性17％（17％）、

女性26％（27％）、そして社会的な面で障害を持つ者は男性33％（24％）、女性38％（28％）であ

る。すなわち、経済的障害は男性で多く、家族上の障害と社会面の障害は女性で多くなっている。

これを前回調査と比較してみると、経済的障害は男女とも減少傾向（６ポイント、11ポイント）

にあり、家族上の障害は男性がやや増加、逆に社会面の障害では男女とも増加（９ポイント、10

ポイント）している。

現実性の高い結婚でも「結婚資金」が最大の障害

こうした結婚の障害の内容は、結婚を現実的に考えている者にとっては、文字どおり結婚を妨

げている要因と考えられるが、結婚への意識段階が低い者には、それは結婚そのものの妨げと言

うより、結婚する気持至ることの妨げという面が強いであろう。ここでは前者、すなわち直接に

結婚を妨げている要因を探るために、現時点で結婚することに対する意欲をもち、かつ交際相手

がいる未婚者に限定して結婚の障害を調べてみた。表4-3に、一年以内の結婚意思を持ち（「一年

以内に結婚したい」＋「理想の相手が見つかれば（一年以内に）結婚してもよい」）、かつ異性の

交際相手（「婚約者」＋「恋人」＋「友人として交際している異性」）がいる者について、障害が

あると回答している者の割合を示した。

この結婚意欲の強いグループにおける結婚への障害の意識を、一般グループと比べると、意外

にもその差は小さく、18～19歳で障害があると感じるものが多いことを除けば、他の年齢層では

ほとんど大きな違いはない。つぎに時系列変化についてまず年齢総数をみると、第９回調査

（1987年）から概ね減少傾向を示していたが、前回調査第12回調査で（2002年）で男女とも一旦増

加に転じ、今回調査では男女とも再度減少に転じて、前々回第11回（1997年）程度に戻っている。

前回第12回調査と比較してみると、男性では18～19歳、30～34歳で増加、20～29歳で減少してお

り、女性では18～19歳を除く全ての年齢層で減少した。こうした変化も一般グループとほぼ同じ

動向を示している。

次に、このグループにおける結婚の障害の内容を見たものが図4-2に示してある。一般の未婚

者に対する障害の内容（図4-1）と比べると、「学業」を障害とするものはわずかに過ぎない。し

かし、「結婚資金」は相変わらず最大の障害であり、むしろ結婚の現実性が高いこちらのグループ

でこれを障害と考えている者が多い。しかし、「結婚資金」の負担感は、前回調査で一時増えたが、

 

 

【男　性】 

年　　齢 

【女　性】 

【表4-3】調査・年齢別にみた、結婚に障害があると答えた者の割合(一年以内の結婚意思と交際相手のある未婚者） 

第9回 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

第9回 
(1987年)

第10回 
(1992年)

第11回 
(1997年)

第12回 
(2002年)

第13回 
(2005年)

18～19歳 

20～24歳 

25～29歳 

30～34歳 

総数(18～34歳) 

参考(35～39歳)

85.3

76.3

63.0

50.5

66.8

　－

79.4

71.2

59.3

48.7

62.3

44.9

90.3

65.7

55.6

52.1

59.8

48.3

84.4

70.0

64.1

55.7

64.8

51.0

89.5
66.7
59.4
57.4
61.4
46.8

78.2

73.6

65.9

55.8

70.5

　－

88.1

76.7

60.8

58.9

71.5

61.3

88.5

72.6

60.4

52.8
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注：一年以内の結婚に対して「結婚したい」、および「理想の相手が見つかれば結婚してもよい」と回答した未婚者で、交際相手をもつ未婚者について集計。
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今回調査では大幅に下がり、過去５回の調査で最も低くなった。かわって「職業や仕事上の問題」

を障害と考える者の増加が、一般のグループ同様に目立つ。

これらの障害の内容を前節の分類にしたがって見てみると、経済的障害は男性で56％（第12回

調査67％、以下同じ）、女性51％（69％）と明らかに減少し、家族上の障害は男性24％（27％）、

女性29％（34％）とこれもやや減少、そして社会面での障害は男性26％（18％）、女性33％（24％）

と逆に増加した。経済的な障害は男性に多く、家族上の障害と社会面での障害は女性で多いのは、

一般グループと同じである。結婚の現実性の高いこちらのグループでは、一般グループと比較す

ると、経済的障害および家族上の障害が男女とも多く、社会面での障害については男女とも少な

くなっている。
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【図4-2】結婚への障害（一年以内の結婚意思と交際相手をもつ者） 

注：一年以内の結婚を肯定し(「一年以内に結婚したい」＋「理想的な相手が見つかれば（一年以内に）に結婚したい」)、 
　　交際相手をもつ未婚者のうち何％の者がその項目を主要な結婚の障害(2つまで)と考えているかを示す。 
　　グラフの数字がそのパーセンテージを示す。 
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金子隆一

これまでの章では、若者たちの結婚意欲、結婚・独身の利点などに関する意識と、異性交際、

結婚の障害の状況などを個別にとりあげ、結婚動向との関係を考えてきた。それは結婚動向が、

結婚意欲と環境（結婚相手の有無や結婚への障壁の存在など）によって決まっていると考えられ

るからである。しかし、個別の観察では、それぞれの要因がどれほどの比重で働いているのかを

知ることができない。つまり「なぜ結婚していないのか？」という問いに対して、「結婚しない」

のか、それとも「結婚できない」のか、どちらがどれだけ重要なのかということを知るには、そ

れらの要因を一緒に比較することが必要である。本調査では、対象者に現在独身にとどまってい

る理由を直接たずねることによって、未婚化に働く個々の要因の重要性を捉えようと試みている。

1. 独身にとどまっている理由

結婚をする積極的理由の欠如や、25歳を過ぎると適当な相手がいないことが制約

「いずれ結婚するつもり」と答えた未婚者に、現在独身にとどまっている理由をたずねたとこ

ろ、結果は図5-1のようになった。この図では男女とも25歳を境に上下二つの年齢層に分け、それ

ぞれのグループについて、独身にとどまっている理由を示した。それぞれの棒グラフは、各理由

を選択した者が未婚者中の何パーセントに当たるかを示している。隣り合う棒グラフは、この項

目の質問を始めた第10回調査（1992年）から4回分の時系列の比較になっている。

25歳未満の若い年齢層では「まだ若すぎる」「必要性を感じない」などの結婚の必然性の欠如や

「仕事（学業）」「趣味や娯楽」などの競合するものの存在、さらには「自由や気楽さを失いたくな

い」など、結婚をする積極的理由の欠如を示す項目が多く選ばれている。

しかし、25歳以上になると「適当な相手にまだめぐり会わない」という理由を挙げる者が半数

程度いる。ただ、この年齢に至っても「必要性を感じない」「自由や気楽さを失いたくない」を選

ぶ者は多く、とくに後者は若い年齢層よりも多く選ばれている。今回調査では「適当な相手にめ

ぐり合わない」、男性で「結婚資金が足りない」などがこれまでの減少傾向から反転してやや増え

るなど、全般にやや傾向が変わった一方で、「仕事（学業）にうちこみたい」は若い年齢層を中心

に着実に増えており、とりわけ女性で顕著である。
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【図5-1】年齢階級別にみた独身にとどまっている理由 

注：未婚者のうち何％の人が各項目を独身にとどまっている理由（三つまで選択）として挙げているかを示す。 

(%) (%)

(%) (%)

第10回調査 (1992年) 
第11回調査 (1997年) 
第12回調査 (2002年) 
第13回調査 (2005年)
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2. 独身理由の再分類による観察
― 結婚しないのか、結婚できないのか？ ―

結婚しない、結婚できないの比重は、55：45

現在独身にとどまっている理由を表す11の選択肢は、表5-1に「分類」として示した項目にグ

ループ分けされており、最終的に「結婚しない」理由と「結婚できない」理由に二分されるよう

に作られている。表5-2には、この分類にしたがって、各分類カテゴリーを選択した対象者の未

婚者中の割合を、調査回、男女・年齢階級別に示している。

図5-2に、この中で年齢総数の時系列推移を示した。独身にとどまっている理由として、男女

とも７割前後の未婚者は、何らかの「結婚しない」理由を選択している。この割合は安定してい

るが、今回調査ではわずかに増えた。これに対して、「結婚できない」理由は、男性では５割台半

ばで推移していたが、今回調査で６割に増えた。女性ではもともと６割前後で推移している。

「結婚しない」理由の内容をみると、結婚の必然性が希薄である者は男女とも減少傾向にあり、

代わって競合するものの存在を理由とするものが増えている。また、「結婚できない」理由の方は、

男性で、結婚相手の欠如、結婚の障害の両方の理由が今回調査で増えている。結婚意欲が回復し

つつあるなかで、結婚難意識がやや増えたのではないかと考えられる。ただ、女性については変

化はわずかである。

選　択　項　目 分　類 

その他 

【表5-1】独身にとどまっている理由に関する選択項目と分類 

 1.  結婚するにはまだ若過ぎるから 

 2.  結婚する必要性をまだ感じないから 

 3.  今は、仕事（または学業）にうちこみたいから 

 4.  今は、趣味や娯楽を楽しみたいから 

 5.  独身の自由さや気楽さを失いたくないから 

 6.  適当な相手にまだめぐり会わないから 

 7.  異性とうまくつき合えないから 

 8.  結婚資金が足りないから 

 9.  結婚生活のための住居のめどがたたないから 

 10.  親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から 

 11.  その他 

結婚の必然 
性の希薄さ 

結婚と競合 
するものの 
存在 

結婚相手の 
欠如 

結婚の障害 
の存在 

「
結
婚
し
な
い
」
理
由 

「
結
婚
で
き
な
い
」
理
由 

最大の理由 
回　答　欄 
第二の理由 第三の理由 

設問：「あなたが現在独身でいる理由は、次の中から選ぶとすればどれですか。 
　　　ご自分に最もあてはまると思われる理由を最大三つまで選んで、右の回答欄に 
　　　番号を記入して下さい（すでに結婚が決まっている方は、「最大の理由」の欄に 
　　　11を記入して下さい）。 
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【女　性】 

20～24歳 
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30～34歳 

【男　性】 

年　齢 分　類 

総　数 

18～19歳 

結婚しない 
　　必然性希薄 
　　競合の存在 
結婚できない 
　　相手の欠如 
　　障害の存在 
結婚しない 
　　必然性希薄 
　　競合の存在 
結婚できない 
　　相手の欠如 
　　障害の存在 
結婚しない 
　　必然性希薄 
　　競合の存在 
結婚できない 
　　相手の欠如 
　　障害の存在 
結婚しない 
　　必然性希薄 
　　競合の存在 
結婚できない 
　　相手の欠如 
　　障害の存在 
結婚しない 
　　必然性希薄 
　　競合の存在 
結婚できない 
　　相手の欠如 
　　障害の存在 

第10回調査 
(1992年)

第11回調査 
(1997年)

第12回調査 
(2002年)

第13回調査 
(2005年)

第10回調査 
(1992年)

第11回調査 
(1997年)

第12回調査 
(2002年)

第13回調査 
(2005年)

74.5
58.6

57.5

57.5
39.7

27.6

83.0
77.4

60.1

43.2
28.8

19.2

81.1
69.2

61.8

55.0
32.2

30.2

66.4
41.3

53.2

68.1
51.9

31.7

52.4
22.9

46.4

69.4
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18.9
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注：男女各年齢階級内の全未婚者に占める分類カテゴリーの項目を選択した者の割合(%)を示す。同一の対象者が同じ分類カテゴリー内の項目を複数 
　　重複して選択していても、重複してカウントしない。したがって、各数値は男女・年齢階級別に、そのカテゴリーの項目を選択した者の全未婚者 
　　中の割合を示す。 

【表5-2】独身にとどまっている理由とその分類 

【図5-2】独身にとどまっている理由の分類別、選択割合の推移 
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図5-3に、年齢総数（18～34歳未婚男女）について「結婚しない」理由、および「結婚できな

い」理由を選択した未婚者の構成比の推移を示した。ただし、両方の理由を重複して選んでいる

者もいるので、のべ選択総数の中でそれぞれが選ばれた内訳として示し、未婚者の選んだ全独身

理由の中で、どちらの理由がどれくらいシェアを有するかを比較した。これによると、男女差、

年次差ともに驚くほど小さく、結婚しない理由が55％内外、結婚できない理由が45％内外という

構成で非常に安定していることがわかる。

これを年齢階級別にみたものを図5-4に示した。年齢差としては、男女とも年齢が高いほど結

婚しない理由が減り、できない理由が増える。とくに男性では30歳代、女性では20歳代後半から

は結婚できない理由が過半数となって行く。男女差、時代差は、各年齢階級の中でもやはり小さ

く、安定的であるが、全般的に高い年齢層では結婚しない理由を選ぶ割合がわずかずつ増えてい

る。すなわち、この年齢層では結婚難意識がわずかずつだが薄らいで、自らの意思で独身にとど

まっているとの自覚が増しているようである。
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【図5-3】調査別にみた、「結婚しない」理由と「結婚できない」理由の内訳 
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【図5-4】調査・年齢別にみた、「結婚しない」理由と「結婚できない」理由の内訳 
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第 II 部

希望する結婚像

－どんな結婚を求めているのか－

◆　◆　◆

第Ⅱ部では、今日の未婚者たちが結婚やその後のライフコースについて、ど

のようにイメージしたり、期待しているのかについて探っていく。

第６章では、未婚の若者たちが結婚年齢や相手との年齢差などについてどの

ような希望を持っているのかを調べる。第７章では、結婚後の女性のライフコ

ースに関してどのような希望を持っているのか、その理想と現実のギャップ、

男女の違いなどについて探る。そして第８章においては、結婚前の若者たちが

持ちたいと希望する子ども数や性別についての動向を明らかにする。

これらの章の分析をとおして、現代の若者が抱く結婚像やその後の人生像を

把握するとともに、それらがどう変化しており、結婚や家族の動向とどう関わ

っているのかについて理解を深めたい。

第 II 部
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佐々井　司

1. 希望する結婚年齢の変化

希望する結婚年齢の上昇傾向に頭打ち傾向が見られる

未婚者が結婚したいと思う年齢（平均希望結婚年齢）は、ほとんどの年齢層において上昇が続

いていたが、今回の調査ではおおむね上げ止まっており、男性ではわずかに下がる傾向も見られ

る（図6-1）。これまでの調査結果では、意識のうえでも晩婚化が続いていたが、その流れに変化

の兆しがみられる。

現在から希望する結婚年齢までの期間は男女とも延長傾向

調査時点から希望結婚年齢までの年数（結婚までの希望待ち年数）は、本人の年齢が上がると

ともに短くなる（図6-2）。同じ年齢層で比較した場合、前回調査まで男女とも主な年齢で希望待

ち年数が長くなる傾向がみられたが、今回調査ではすべての年齢において停滞ないしは短くなっ

ている。ここでも未婚者の間で結婚を先延ばしする意識に変化が生じている可能性が示唆される。

第 6 章 　 希 望 す る 結 婚 年 齢
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【図6-1】　年齢別にみた、未婚者の平均希望結婚年齢の推移 
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注：対象は「いずれ結婚するつもり」と答えた未婚者。 
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結婚相手に希望する年齢は男性で上昇、結婚相手との年齢差は意識の上でも縮小傾向

結婚相手に希望する年齢は本人の年齢が上がるとともに高まるが、同じ年齢層で比較した場合、

男性では最近の調査ほど相手に高い年齢を望む傾向がみられる（図6-3）。一方女性では、相手に

望む年齢は、30歳前半で若干上昇している以外はほとんど変化がみられない。

【男性】 【女性】 
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注：対象は「いずれ結婚するつもり」と答えた未婚者。希望する結婚年齢までの待ち年数とは、調査時現在の年齢から希望結婚年齢までの年数。 
　　図中の数字は第9回調査(斜体)および第13回調査による未婚者の平均待ち年数。 

希
望
待
ち
年
数
（
年
） 

希
望
待
ち
年
数
（
年
） 

0

2

4

6

8

10

【図6-2】　調査・年齢階級別にみた、結婚までの希望待ち年数 
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【図6-3】調査・年齢階級別にみた、結婚相手に希望する年齢 

注：対象は「いずれ結婚するつもり」と答えた未婚者。 
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年齢の近い結婚相手を望む傾向、女性では一段落

結婚相手との年齢差についての希望を見ると、近年、男女ともに縮小傾向にあり、未婚者の間で

年齢の近い相手（とりわけ同い年の相手）を希望する人が増えてきた（図6-4）。このことは人口動

態統計、および本調査－夫婦調査で明らかとなっている男女の結婚年齢差の縮小傾向と符合してい

る。しかし、今回調査では女性でこの変化傾向に一定の休止が見られ、一段落を示している。

2. 属性別にみた希望結婚年齢

未婚者の属性の違いによる希望結婚年齢の差は縮小

未婚者が結婚したいと思う年齢は、未婚者の属性により異なっている。居住地でみると（図6-

5）、市部に住む未婚者の希望結婚年齢が郡部に住む者に比べて高くなる傾向がみられる。また、

最終学歴別では（図6-6）、男女とも20歳代前半の比較的若い層において大学卒業以上の未婚者の

希望結婚年齢が高くなり、30歳代前半では逆に低くなる傾向がみられる。さらに、親との同・別

居の状況でみると（図6-7）、女性の場合に年齢が上昇するにつれて、親と別居している未婚者の

希望結婚年齢が同居している場合に比べて高くなる傾向がみられる。

ただし今回調査では、全般的に属性の違いによる希望年齢の差は縮小している。
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【女性】 

【図6-4】調査･年齢別にみた、結婚相手との希望年齢差の構成 

注：対象は「いずれ結婚するつもり」と答えた18～34歳未婚者。希望する結婚相手との年齢差は、対象者が希望する本人と相手の結婚年齢の差。 
　　不詳を除く構成。図の上部（　）内は希望年齢差の平均値。なお、夫婦調査による実際の夫妻年齢差(調査時点より過去５年間に結婚した夫婦)は、 
　　第9回調査(1987年)2.9歳、第10回(1992年)2.6歳、第11回(1997年)2.4歳、第12回(2002年)1.7歳、第13回（2005年）1.7歳。 
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第 9 回（1987年） 
第10回（1992年） 
第11回（1997年） 
第12回（2002年） 
第13回（2005年） 

注：対象は「いずれ結婚するつもり」と答えた未婚者。図中の数字は第9回調査（斜体）および第13回調査による未婚者の希望結婚年齢。 
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【図6-7】親との同・別居別にみた、希望結婚年齢 
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3. ライフコースと希望結婚年齢

希望する子ども数が多いほど若い年齢での結婚を希望

希望結婚年齢と本調査で調べた他の意識との関係について観測した結果、特徴的なものを以下

に示す。

将来希望する子ども数と希望結婚年齢の関係をみると、男女ともに、希望する子ども数が多い

ほど希望結婚年齢が低くなる傾向がみられる（図6-8）。逆に、子どもはいらない、あるいは１人

と答えた未婚者では、２人あるいは３人以上と比べて希望結婚年齢が高くなっている。

また、相手の年齢に対する希望をみても、男女とも希望子ども数が多い場合には、より若い相

手を希望する傾向がみられる（図6-9）。
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【図6-8】希望子ども数別にみた、希望結婚年齢 

【図6-9】希望子ども数別にみた、希望する相手の年齢 
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思い描くライフコースによって異なる希望結婚年齢

女性のライフコースとの関係をみると、男性の場合、相手の女性に期待するライフコースが

「仕事と家庭の両立型」「再就職型」「専業主婦型」のいずれであるかによって、希望する相手の年

齢が異なり、「両立型」を期待する男性で希望する相手の年齢は高くなり、それ以外で低くなる傾

向がみられる（図6-10）。

女性の場合も、自分が理想とするライフコースが「両立型」の場合に、希望結婚年齢が高くな

る傾向がみられる（図6-11）。ただし、男女とも年齢が上昇するにつれ、期待・理想ライフコー

スによる明確な違いはみられなくなる。
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【図6-10】 女性に期待するライフコース別にみた、 
 希望する相手の年齢（男性） 

【図6-11】 理想とするライフコース別にもみた、 
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注：図6-9に同じ。ライフコースについては7章を参照。 
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釜野さおり

この調査では、第９回調査（1987年）から独身者たちの希望するライフコースについてきいて

いる。自らの、結婚、出産、子育てと就業との関係をライフコース上でどのように組み立てるの

か、女性を中心に、理想とするライフコースと実際になりそうなライフコースについての考えを

調べた。男性には、パートナーとなる女性に対して望むライフコースをきいている。ここでは、

結婚や出産、就業へと進むライフコースのとば口に立った未婚男女の意識を探ってみよう。

1. 希望するライフコースの変化

本章では、本来複雑なライフコースをわかりやすくみていくために、結婚、出産・子育てと就

業との関係を軸に５つのコースに分類し、以下のように名づけた。これらのコースを対比するこ

とで、世代や属性の違いによる生き方への考えの違いをみていくことにする。

ライフコースの説明：

専業主婦コース ＝ 結婚し子どもを持ち、結婚あるいは出産の機会に退職し、

その後は仕事を持たない

再 就 職コース ＝ 結婚し子どもを持つが、結婚あるいは出産の機会にいったん

退職し、子育て後に再び仕事を持つ

両　　立コース ＝ 結婚し子どもを持つが、仕事も一生続ける

D I N K Sコース ＝ 結婚するが子どもは持たず、仕事を一生続ける

非婚就業コース ＝ 結婚せず、仕事を一生続ける

未婚女性の理想、予定のライフコースで「両立」が増加、
女性に両立を期待する男性も約3割に

今回の調査結果では、未婚女性が理想とするライフコース(理想のライフコース)と実際になりそ

うだと考えるライフコース(予定のライフコース)は、ともに両立コースを選ぶ割合が前回にくらべ、

３ポイント前後増加した（図7-1）。一方で、再就職コースは、理想のライフコースで3.4％、予定

のライフコースで4.7％減少している。予定のライフコースでは、専業主婦コースの減少傾向と非

婚就業コースの増加傾向が続いている。

男性がパートナーとなる女性に期待するコースでも、両立コースが３割近くに達した。専業主

婦コースを望む人は、第９回調査(1987年)では37.9％いたものが10年後の第11回調査(1997年)では

20.7％とほぼ半減、そして今回の結果では12.5％へとやはり大幅に減少しており、急速な減少傾向

が続いている。

第 7 章 　 希望するライフコース
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【男性が期待する女性のライフコース】 
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【図7-1】調査別にみた、未婚女性の理想・予定のライフコース、および男性が期待する女性のライフコース 

注：対象は18～34歳未婚者。総数における両立コース選択割合は、理想コース30.0%、予定コース20.9%。 
　　質問文は、以下のとおり。女性の理想とするライフコース：「あなたの理想とする人生はどのタイプですか」。 
　　女性の予定のライフコース：「理想は理想として、実際になりそうなあなたの人生はどのタイプですか。」 
　　男性：「パートナー（あるいは妻）となる女性にはどのようなタイプの人生を送ってほしいと思いますか。」ただし、12回までの男性への質問は、 
　　「女性にはどのようなタイプの人生を送ってほしいと思いますか」とたずねた。 
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2. 社会経済的属性別にみた希望するライフコース

年齢別にみた希望のライフコース

全体でみると、理想、予定のライフコースともに一番多く選ばれている再就職コースは、とくに

若い人で選ぶ割合が高い。実際になりそうなライフコースでは、20代の４割が再就職コースを選

んでいるが、30代後半からは割合が低くなり、40代では数％未満になっている（図7-2）。

一方、非婚就業コースについては、30代後半の４割、40代の半数以上が、実際になりそうだと

考えている。理想のライフコースとしては、非婚就業コースを選ぶ割合は年齢による違いがそれ

ほど大きくない。両立コースをみても、20代までは２割が両立を予定し、30代では１割、40代以

降になると５％未満となり、年齢が高くなると、再就職コースや両立コースを実現するために必

要な、結婚し子どもを産むこと自体が、実現しにくいと考えられるようになると思われる。男性

がパートナーとなる女性に期待するライフコースについては、年齢による違いがほとんどみられ

ない。
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【図7-2】年齢別にみた、未婚女性の理想・予定のライフコース、および男性が期待する女性のライフコース 

【 女性の理想のライフコース】 【女性の予定のライフコース】 

各
コ
ー
ス
を
選
択
し
た
割
合（
％
） 

100

80

60

40

20

0

その他・不詳 
 
非婚就業 
 
専業主婦 
 
再就職 
 
DINKS 
 
両立 

【男性が期待する女性のライフコース】 

注：対象は18～34歳未婚者。参考として、35～49歳の結果も示した。サンプル数は、女性18～19歳 541、20～24歳 1,187、 
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学歴（最終卒業学校）別にみた希望のライフコース

理想ライフコースで最も多く選択されるコースは、中学校卒では専業主婦コース、高校、専修

学校、短大・高専卒では再就職コース、大学・大学院卒では両立コースである。大学・大学院卒

で両立コースを理想のライフコースとして選ぶ割合は、４割を越えている（図7-3）。

しかし実際になりそうな人生として、両立コースを選ぶ割合をみると、共学の大学・大学院卒

の女性でやや高いものの、２割前後に留まっている。また、実際になりそうな人生は専業主婦コ

ースであると答える割合は10～15％である。実際になりそうなコースとして再就職コースを選ぶ

割合は、短大・高専卒の女性で４割と、他に比べて高い。全般に学歴による違いは、理想ライフ

コースの回答では顕著であるが、予定のライフコースでは、中学校卒で不詳が３割近いことを除

き、それほど大きくない。

男性が、自分のパートナーとなる女性に期待する生き方の回答をみると、どのグループでも、

再就職コースを選ぶ割合が最も高い。専業主婦コースを期待すると回答する割合は、学歴に関わ

らず、12～13％である。両立コースを望む割合は、大学・大学院卒で一番高く３割、短大・高専

卒で一番低く、約２割である。

【 女性の理想のライフコース】 【女性の予定のライフコース】 
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【図7-3】学歴別にみた、未婚女性の理想・予定のライフコース、および男性が期待する女性のライフコース 
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就業の状況別にみた希望のライフコース

理想のライフコースで、最も多く選ばれたのは、学生では両立コース、無職・家事手伝いでは

専業主婦コース、正規の職員、派遣・嘱託、パート・アルバイト、自営業など就業している人た

ちでは再就職コースである。但し、正規の職員と自営業等、パート・アルバイトの女性は、両立

コースを選ぶ割合との差が５％以下である。一方、実際になりそうなライフコースでは、自営業

等の女性で両立コースを選ぶ割合は、理想の場合と同じく、両立コースを選ぶ人が約３割で最も

高いが、他のグループでは、再就職コースの割合が一番高い。実際になりそうなライフコースと

して、両立コースを選ぶ割合は、無職・家事手伝いの女性や派遣・嘱託では低く、自営業や正規

の職員では高めになっている。実際になりそうなライフコースの方は、どちらかというと、現在

の就業の状況をそのまま現しているようである（図7-4）。

男性も、パートナーとなる女性に専業主婦を望む割合は、学生と自営業等では15％を上回って

いるが、すべて１割台に留まっている。就業状況にかかわらず、再就職コースを選ぶ割合が一番

高いことには変わりなく、正規の職員や派遣・嘱託、パート・アルバイトでは４割前後で、無職

や自営業等の３割より高めである。両立コースも、自営業では３割、パート・アルバイトでは

25％には満たないものの、他のグループではすべて２割台後半である。
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【図7-4】就業の状況別にみた、未婚女性の理想・予定のライフコース、 
　　　　　および男性が期待する女性のライフコース 

【 女性の理想のライフコース】 【女性の予定のライフコース】 
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注：対象は18～34歳未婚者。サンプル数は、女性：正規の職員1,251、自営業等49、派遣・嘱託325、パート・アルバイト414、無職・家事208、 
　　学生745。男性：正規の職員1,504、自営業等177、派遣・嘱託198、パート・アルバイト330、無職・家事201、学生642。 
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3. 結婚の意思段階と希望のライフコース

結婚の意思段階別にみた、希望のライフコース

次に、結婚の意思段階別（１章参照）に、理想と予定のライフコースの内訳をみよう（図7-5）。

理想ライフコースでは、一生結婚しないと考えている人を除けば、大まかにみると、結婚意欲が

高いほど、両立を理想とする割合は低く、専業主婦を理想と考える割合が高い傾向がある。両立

コースを理想とする割合は、「理想重視かつまだ結婚したくない」で４割と最も高い。一年以内に

結婚したいと考える女性と、年齢重視あるいは理想重視で理想の相手なら一年以内に結婚しても

いいと考える女性のほぼ４人に１人が、専業主婦コースを理想としており、やや高めといえる。

一方、実際になりそうなライフコースで両立コースを選ぶ割合は、結婚の意思段階にかかわら

ず、21～25％である。理想重視で理想の相手なら一年以内に結婚するという人、相手志向ではあ

るが一年以内にはしたくないという人では、非婚就業コースを回答に選ぶ人が２割を越え、他よ

りも高い。一年以内に結婚したい人の53％は再就職コースを選んでいる。結婚をより現実的に考

えている人は、その後のライフコースも、実態として最もポピュラーなものを想定している可能

性がある。
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【図7-5】結婚の意思段階別にみた、未婚女性の理想・予定のライフコース 

【 女性の理想のライフコース】 【女性の予定のライフコース】 
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守泉理恵

本調査では、未婚男女の「希望子ども数」をたずねている。これは、「あなたは、子どもは何人

くらいほしいですか」という設問に対する回答である。未婚男女の平均希望子ども数は、これま

で夫婦調査の平均「予定子ども数」に近い値となっており、ともに緩やかな減少傾向を示してき

た（夫婦調査の予定子ども数とは、夫婦が実際に持とうとしている子ども数である）。しかし、最

近の調査では未婚者の希望子ども数の方が減少のペースが速く、夫婦予定子ども数を下回ってい

る。若い世代では、結婚する前から、子どもを持ち、家族を形成していくことにためらいが広が

っているのだろうか。

1. 希望子ども数の動向

未婚男女の希望子ども数は下げ止まり傾向

表8-1に年齢階級別にみた未婚男女の平均希望子ども数の推移を示した。まず年齢総数の推移

をみると、「いずれ結婚するつもり」の未婚者が希望する平均子ども数は、1982年の調査開始以来

減少する傾向にあったが、今回調査では男性2.07人(前回2.05人)、女性2.10人(2.03人)で、下げ止ま

りがみられた。男女別にみると、従来は男性の方が多い傾向にあったが、しだいに男女差が縮小

し、今回は初めて女性の数値が男性を上回った。これは、30歳未満の若年層で平均値の男女差が

縮まり、とくに25歳未満で女性の平均値が男性を上回ったためである。これまで、25歳未満で男

女差は小さかったが、25歳以上では男性の方が女性の平均を大きく上回っていた。それが、25～

29歳では第11回（1997年）から未婚男女の平均値はほぼ同水準となった。30～34歳では第12回

（2002年）から、もともと低い女性の平均値に男性の値が近づくことで差が縮まってきている。男

性の平均希望子ども数は、第10回（1992年）頃までは年齢による差があまりなかったが、90年代

以降は女性と同じく、年齢が上がるほど平均値が下がるという傾向をみせるようになった。男性

未婚者の子ども数の望み方が、女性に近づいてきたといえるだろう。
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図8-1によって希望子ども数の分布の推移をみると、前回第12回調査（2002年）からは大きな

変化はみられなかった。いぜんとして希望子ども数「2人」に回答の6割が集中している。男女で

比較すると、女性より男性の未婚者で「2人」に集中する傾向が強い。その分男性では3人以上の

大きな家族を望む割合が若干少なくなっている。
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【男性】 

年　齢 

注：対象は18～34歳の「いずれ結婚するつもり」の未婚者。平均希望子ども数は5人以上を5として算出。 

【表8-1】調査・年齢別にみた、未婚者の平均希望子ども数 

18～19歳 

20～24歳 

25～29歳 

30～34歳 
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第8回調査 
(1982年)

第9回調査 
(1987年)

第10回調査 
(1992年)

第11回調査 
(1997年)

第12回調査 
(2002年)

第13回調査 
(2005年)

2.30
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2.36
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【図8-1】調査別にみた、未婚者の希望子ども数の分布 
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注：対象は「いずれ結婚するつもり」と答えた18～34歳未婚者。図の上部（　　　）内は平均希望子ども数。 
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結婚意思の有無の別（いずれ結婚するつもりか、または一生結婚するつもりはない）に今回調

査の希望子ども数分布をみると（表8-2）、一生結婚するつもりはない未婚者でも、1～3人以上の

子どもを希望する者が男性で35.0％、女性で23.8％いる。ただし、結婚意思のない未婚者では男女

とも希望子ども数0人が過半数を占め、結婚と子どもを持つことの結びつきは密接であることが分

かる。
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【男性】 

希望子ども数 

0人 1人 2人 3人以上 不詳 
年　齢 総　数 

【表8-2】結婚の意思別にみた、未婚者の希望子ども数の分布：第13回 

いずれ結婚するつもり 

　　　18～19歳 

　　　20～24歳 

　　　25～29歳 

　　　30～34歳 

　　　総数 
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　　　総数 

　　　(標本数)
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2. 社会経済属性別にみた希望子ども数の差異

自営業の男性未婚者、きょうだい数の多い未婚男女で、希望子ども数が多い

学歴別に結婚意思ありの未婚者の希望子ども数をみると、男女とも大学以上卒でやや少ない傾

向がみられるものの、全体として学歴による差異はあまりはっきりしない（図8－2）。学歴より

も希望子ども数に影響を及ぼしている社会経済的属性はあるだろうか。

そこで、現在の就業状況別に未婚者の希望子ども数をみると、男性では自営・家族従業等でと

くに多く、男女とも無職・家事の場合に少ない傾向が見られる(図8－3)。非正規就業者（パート･

アルバイト）の場合、正規雇用者(正規の職員)に比べて男女ともわずかに少ない傾向があるが、差

は小さい。

この就業状況別の希望子ども数について、分布を示したものが表8－3である。無職・家事の場

合、男性では希望子ども数1人が12.4％と他と比べ多い。女性では、希望子ども数0人が多く、男

性とは異なるパターンを示している。一方、自営・家従・内職の場合、男女とも3人以上の割合が

高く、とりわけ男性で顕著である。
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【図8-2】学歴別にみた、未婚者の平均希望子ども数の推移 

注：対象「いずれ結婚するつもり」と答えた18～34歳未婚者。在学者および卒業・在学の別が不詳のものを除く。 
　　希望子ども数は5人以上を5人として算出。 
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本人のきょうだい数別に希望子ども数を見ると、一人っ子や２人きょうだいに比べて３人以上

のきょうだいの場合に希望子ども数が多い傾向がみられた(図8－4)。この差は、最近の調査ほど

顕著になってきている。
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【図8-3】就業の状況別にみた、未婚者の平均希望子ども数の推移 

【男性】 【女性】 

注：対象「いずれ結婚するつもり」と答えた18～34歳未婚者。希望子ども数は5人以上を5人として算出。 
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【表8-3】就業の状況別に見た、未婚者の希望子ども数の分布：第13回 

【男性】 

　正規の職員 

　パート・アルバイト 

　自営･家従･内職 

　無職･家事 

　総　数 

【女性】 

　正規の職員 

　パート・アルバイト 

　自営･家従･内職 

　無職･家事 

　総　数 

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

(1,356)

(271)

(152)

(153)

(2,732)

(1,162)

(357)

(42)

(172)

(2,759)

3.9

5.5

3.3

4.6

4.0

4.7

7.8

4.8

12.8

56.1

8.0

8.9

7.9

12.4

8.1

7.3

9.2

4.8

6.4

7.6

66.4

62.0

56.6

61.4

64.6

64.3

56.0

59.5

56.4

20.6

19.0

19.6

29.6

19.6

20.4

21.9

24.6

26.2

19.2

6.7

2.7

4.1

2.6

2.0

2.9

1.8

2.2

4.8

5.2

9.0

%

%

%

%

%

%

%
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3. 希望する男女児組み合わせ

自分と同じ性別を望む傾向、ただし女児選好の進展は一段落

表8－4は、希望子ども数1～3人の場合について、男女児組み合わせの内訳について希望がある

とした未婚者の内訳構成比を希望子ども数別に示したものである。これらの数値によって、未婚

者の男女児の選好の度合いを知ることができる。

希望子ども数1人の場合は、従来女児を好む傾向が急速に進行し、90年代には未婚男女とも女児

選好が男児選好を追い越した。しかし、最近では逆の傾向が進んでおり、女児選好の強まりは一

段落している。男性と女性の回答では随所で差があり、自分の性別と同一の子どもを望む傾向が

みられる。

希望子ども数2人の場合は、第８回調査以来、常に男女児1人ずつのバランス選好が約9割を占め、

男女児どちらかのみの組み合わせを希望する未婚者は少ない。男女児どちらかのみ2人を希望する

場合は、回答した未婚者自身の性別と同じ性別の子どもを望む傾向が見られる。

希望子ども数3人の場合は未婚男女で違いが見られ、男性の場合は男児が多い組み合わせを望む

人が6割を占める。しかし、第８回調査（1982年）時には男児が多い組み合わせを選ぶ未婚男性が

8割であったことから、女児が多い組み合わせを望む人も着実に増えていることがわかる。一方、

未婚女性の場合は、男児が多い組み合わせと女児が多い組み合わせを望む人に二分する傾向があ

る。未婚男性と同じく、調査回を追うごとに女児が多い組み合わせを選ぶ割合が増えている。
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【図8-4】本人のきょうだい数別にみた、未婚者の平均希望子ども数の推移 
【男性】 【女性】 

 

注：対象は「いずれ結婚するつもり」と答えた18～34歳未婚者。希望子ども数は5人以上を5人として算出。 
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図8－5は、未婚男女の希望通りの男女児組み合わせで子どもが生まれた場合、生まれてくる男

児と女児の構成がどのようになるかを示したものである。男性・女性とも時系列では女児選好が

強まっている様子が見て取れる。しかし前回調査からは変化は横ばいで、男女ともほぼ半々の男

女児希望割合となっている。
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【男性】 

希望男女児組合せ 

1人 
 
2人 
 
 
3人 

注：「いずれ結婚するつもり」で、男女児組み合わせの内訳について希望がある35歳未満未婚者について。希望子ども数4人以上の組合せは省略。 

【表8-4】調査別にみた、希望子ども数別子どもの性別組み合わせ 

希　　望 
子ども数 

第8回調査 
(1982年)

第9回調査 
(1987年)

第10回調査 
(1992年)

第11回調査 
(1997年)

第12回調査 
(2002年)

第13回調査 
(2005年)

男児1人・女児0人 
男児0人・女児1人 
男児2人・女児0人 
男児1人・女児1人 
男児0人・女児2人 
男児3人・女児0人 
男児2人・女児1人 
男児1人・女児2人 
男児0人・女児3人 

80.0%
20.0

7.9
91.0

1.1
2.4

80.2
16.8

0.7

69.8
30.2

5.7
92.9

1.4
2.9

77.9
18.6

0.6

58.2
41.8

6.7
91.2

2.0
3.1

72.4
23.2

1.3

42.0
58.0

5.1
91.9

2.9
4.0

69.3
25.5

1.2

47.1
52.9

4.2
92.8

3.0
1.9

64.9
31.2

1.9

51.0
49.0

4.6
92.7

2.7
2.3

61.1
35.5

1.1

【女性】 

希望男女児組合せ 

1人 
 
2人 
 
 
3人 

希　　望 
子ども数 

第8回調査 
(1982年)

第9回調査 
(1987年)

第10回調査 
(1992年)

第11回調査 
(1997年)

第12回調査 
(2002年)

第13回調査 
(2005年)

男児1人・女児0人 
男児0人・女児1人 
男児2人・女児0人 
男児1人・女児1人 
男児0人・女児2人 
男児3人・女児0人 
男児2人・女児1人 
男児1人・女児2人 
男児0人・女児3人 

59.6%
40.4

1.3
94.0

4.6
0.9

67.0
32.0

0.2

51.8
48.2

2.9
91.4

5.8
0.8

61.9
36.6

0.8

40.5
59.5

3.9
90.6

5.6
0.7

62.2
35.3

1.8

38.5
61.5

1.9
89.8

8.3
1.7

50.7
46.6

1.0

30.4
69.6

1.4
90.5

8.1
2.5

46.8
50.0

0.7

39.1
60.9

1.5
91.2

7.3
0.9

47.5
49.8

1.8

43.1 44.0 45.2 46.7 48.0 47.9 48.8 49.2 51.7 52.5 52.2

56.9 56.0 54.8 53.3 52.0 52.1 51.2 50.8 48.3 47.5 47.8

47.5

52.5

0%

50%

100%

(132) 
第8回調査 
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(127) 
第9回 

(1987年)

(121) 
第10回 
(1992年)

(114) 
第11回 
(1997年)

(108) 
第12回 
(2002年)

(110) 
第13回 
(2005年)

(108) 
第8回調査 
(1982年)

(104) 
第9回 

(1987年)

(103) 
第10回 
(1992年)

(93) 
第11回 
(1997年)

(90) 
第12回 
(2002年)

(92) 
第13回 
(2005年)

←希望子ども数性比→ 

希望する 
男児割合 

希望する 
女児割合 

【図8-5】調査別にみた、希望男女児数の総和の構成 

100× 
希望男児数 
希望女児数 

【男　性】 【女　性】 



本人のきょうだい構成で異なる希望男女児組み合わせ

未婚者本人の性別きょうだい構成別にみると、男性では、自分に男きょうだいがいる場合（兄

弟あり姉妹なし・兄弟あり姉妹あり）、男児を多く希望する割合が高い。女児を多く希望する割合

は、本人の性別きょうだい構成によってあまり違いはみられず、いずれも10％程度である。未婚

女性は、自分に男きょうだいがいる場合に、いない場合と比べて子どもの男児選好割合が高い。

また、本人に姉妹がいる場合は、女児選好割合が高い。中でも、兄弟がおらず姉妹だけの未婚女

性は、男児より女児を多く望む人の割合が27.1％となっており、ほかの性別きょうだい構成の未

婚女性に比べて女児選好が強い傾向が示されている。
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【図8-6】未婚者の性別きょうだい構成別にみた、男女児選好の割合 
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第 III 部

未婚者の生活と意識

－若者たちを取り巻く状況と意識－

◆　◆　◆

ここまでの章では、今日の未婚者たちの結婚意欲や交際状況、そして将来の

結婚像、人生像について見てきた。そうした意識はどのように形成されるのだ

ろうか。それは彼らが現在置かれている状況や、社会生活に対する態度、ある

いは健康の状態などによって影響されているに違いない。

第Ⅲ部では、未婚者の親との同別居状況とその就業との関連、女性の健康状

態、結婚・家族に関する価値観に焦点をあて、それらのパターンと変化を観察

するとともに、その結婚観の形成との関係について探って行く。
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佐々井　司

1. 親との同居と就業の状況

未婚者の親との同居率は横ばい

親と同居する未婚者の割合（同居率)は、男性では第11回調査（1997年)から第12回調査（2002

年)にかけて上昇を示したが、今回調査ではおおむね横ばいとなった。女性では年齢により異なる

傾向がみられ、18～19歳の同居率が減少する一方で、従来低かった30～34歳の同居率が上昇する

傾向がみられる（表9-1）。

就業の状況により異なる未婚男性の親との同居率

就業の状況別に親との同居率の違いをみると、男性の場合「パート・アルバイト」「自営・家族

従業等」「無職・家事」で高く（80％台)、「正規の職員」「学生」で低い（60％台)。女性では「学

生」を別にすると就業の状況による同居率の差は小さいが、相対的に「無職・家事」「パート・ア

ルバイト」で高く、「正規の職員」で低い（表9-2、図9-1)。
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【表9-1】調査・年齢別にみた、親と同居する未婚者の割合 

注：父母のどちらかと同居していれば「同居」とした。 

【 男  性 】 

年　齢 
第8回調査 
(1982年)

第9回調査 
(1987年)

第10回調査 
(1992年)

第11回調査 
(1997年)

第12回調査 
(2002年)

第13回調査 
(2005年)

18～19歳 
20～24歳 
25～29歳 
30～34歳 

総数(18～34歳) 
参考(35～39歳)

71.7%
68.2
71.5
67.3
69.6%
　-

75.2
68.5
69.9
71.4
70.4
　-

65.6
59.7
63.5
68.0
62.8
63.5

66.0
66.7
64.3
63.9
65.5
64.1

59.8
72.4
70.3
72.4
69.5
73.4

70.1
72.0
69.0
69.9
70.3
68.7

【 女  性 】 

年　齢 
第8回調査 
(1982年)

第9回調査 
(1987年)

第10回調査 
(1992年)

第11回調査 
(1997年)

第12回調査 
(2002年)

第13回調査 
(2005年)

18～19歳 
20～24歳 
25～29歳 
30～34歳 

総数(18～34歳) 
参考(35～39歳)

83.7%
84.7
79.4
64.8
82.0%
　-

80.1
77.6
78.9
70.0
78.0
　-

73.2
78.2
80.0
69.2
76.7
65.2

70.5
73.8
79.4
72.1
74.5
69.1

71.6
77.0
78.5
76.1
76.4
74.4

65.1
76.5
81.8
79.3
76.4
70.2
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【表9-2】調査・就業の状況別にみた、親と同居する未婚者の割合 
【 男  性 】 

就業の状況 
第8回調査 
(1982年)

第9回調査 
(1987年)

第10回調査 
(1992年)

第11回調査 
(1997年)

第12回調査 
(2002年)

第13回調査 
(2005年)

正規雇用 
自営・家族従業等 
派遣・嘱託 
パート・アルバイト 
無職・家事 
学生 
総数（18～34歳） 

注：対象は、18～34歳の未婚者。父母のどちらかと同居していれば「同居」とした。 
　　派遣・嘱託の区分は第12回調査以降で追加。 

71.1%
88.7
　-
64.6
82.8
56.4
69.6%

69.8
88.5
　-
77.9
87.6
63.6
70.4

67.4
85.1
　-
71.6
90.8
46.5
62.8

64.8
81.8
　-
75.3
86.9
53.3
65.5

72.3
79.1
67.1
80.1
85.0
50.9
69.5

66.9
81.4
75.3
80.0
84.6
63.9
70.3

【 女  性 】 

就業の状況 
第8回調査 
(1982年)

第9回調査 
(1987年)

第10回調査 
(1992年)

第11回調査 
(1997年)

第12回調査 
(2002年)

第13回調査 
(2005年)

正規雇用 
自営・家族従業等 
派遣・嘱託 
パート・アルバイト 
無職・家事 
学生 
総数（18～34歳） 

81.7%
86.2
　-
87.2
88.7
78.0
82.0%

80.4
78.8
　-
84.2
90.3
64.9
78.0

77.4
82.5
　-
85.4
93.3
68.6
76.7

78.5
78.6
　-
77.1
86.4
58.9
74.5

77.9
73.3
84.6
83.0
85.2
63.9
76.4

79.5
79.6
83.1
87.7
89.4
58.8
76.4

【図9-1】調査・就業の状況別にみた、親と同居する未婚者の割合 
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注：本図は表9-2をグラフとして表したもの。 
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親と同居する未婚者では正規雇用者の割合が低く、収入も低い。

親との同別居によって、未婚者の就業状況や収入にどのような違いがあるのだろうか。図9-2

によれば、男女ともに、親と同居している場合に、正規雇用者の割合が低くなっている。男性の

場合、親と別居している未婚者の77％が正規雇用者であるのに対して、同居では56％に留まり、

仕事をもたない者も10％近く存在する。女性も同様に、正規雇用者の割合は、親と別居で67％に

対し、同居では52％となっている。

年収も親と同居している場合と別居の場合とでは異なる分布を示しており図9-3、男女とも、親

と同居する未婚者の収入は別居する未婚者と比較して低いカテゴリーに偏る傾向がみられる。例え

ば、男子では、200万円以上の年収があると答えた者の割合が、親と別居する場合で約80％を占め

るのに対して、同居の場合には57％に留まる。女性では、別居で59％、同居で43％となっている。
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【図9-2】親との同別居の別にみた、未婚者の就業状況 

注：対象は、調査時に学生である者を除く18～34歳の未婚者。 
　　父母のうちどちらかと同居していれば「同居」とした。両親とも死亡、あるいは居住状況が不詳の場合は非掲載。 
　　標本数は、親と同居する男性未婚者（1797）、別居する男性未婚者（563）、同居する女性未婚者（1902）、別居する男性未婚者（343）。 
 

【図9-3】親との同別居の別にみた、未婚者の収入分布 
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2. 親との同居と異性との交際

親と別居している未婚者は異性との交際が活発

親との同別居の状況によって、未婚者の異性との交際状況に違いがみられるかをみよう。（交際

相手の定義、その他詳細は第３章を参照のこと）

図9-4に示すとおり、男女とも親と同居している者は、別居している者よりも交際相手のいな

い割合が高くなっている。また、性交渉を経験したことのある割合も、男女ともに親と別居してい

る場合に高い（図9-5）。今回の調査結果では男性の場合、別居者の性交渉経験者割合が引き続き上

昇したのに対して、同居者では若干低下した。女性の場合は、前回調査まで急増していたが、今回

の調査でその傾向が一段落している。同別居による性交渉経験者割合の差は、女性でより明瞭に現

れている。
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【図9-4】親との同別居の別にみた、交際する異性のいない未婚者割合 
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【図9-5】親との同別居の別にみた、性交渉経験者の割合 
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3. 親との同居と結婚に対する意識

親との同居の場合に結婚の利点が少ない

親と同居している未婚者と別居している未婚者で、結婚に対する意識に違いがあるか否かをみ

たものが以下の図である。「結婚することに利点がないと思う」と答えた未婚者の割合は、親と同

居している場合に高くなる傾向がみられる（図9-6）。とくに男性でその傾向が顕著に現れている。

女性では第12回調査（2002年）で比較的大きな差がみられたが、親との同別居による意識上の違

いは男性ほど大きくない。

また、「独身生活に利点があると思う」と答えた未婚者の割合は、親と別居している場合に高く

なる傾向がみられる（図9-7）。ただし、女性では親との同別居の状況で男性ほど明瞭な差はみら

れない。すなわち、独身生活に対する意識と親との同別居状況の関係も、男性においてより明瞭

に現れている。
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【図9-7】親との同別居の別にみた、「独身生活に利点があると思う」割合 
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【図9-6】親との同別居の別にみた、「結婚に利点がないと思う」割合 
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岩澤美帆
1. 女性の健康

未婚女性の5人に一人が問題を抱える

今回の調査では、妊娠や出産にかかわる女性の健康状態について調べた。表中に示されるよう

な妊娠や出産にかかわる健康について、18歳～34歳の未婚女性に訊ねたところ、５人に１人

（19.3％）がなんらかの問題や障害を感じていることがわかった。最も多いのは月経にかかわる問

題であるが（15.0％）、30歳代では婦人科系の障害や不妊を心配する女性が多くなっている。

第 10 章 　 女 性 の 健 康

（複数回答） 

年齢 総数 （標本数） 

【表10-1】年齢別にみた、未婚女性の妊娠・出産にかかわる健康状態 

注：対象は上記年齢層の未婚女性。婦人科系の障害とは、排卵障害、卵巣嚢腫、子宮筋腫、 子宮内膜症、感染症などを含む。 
　　参考表における妻の結果は初婚どうし夫婦について。夫婦調査では「不妊の心配」については別の設問で訊いており、この設問では、 
　　代わりに「流産しやすい」という項目が入っている。 
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総数(35歳未満)

100.0%
100.0%
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100.0
100.0
100.0
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（3,583）
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（541）
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(4.1)
(8.7)

-
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30代未婚女性について、週の労働時間と健康問題との関係をみたのが表10-2である。参考まで

に、夫婦調査における同世代の妻の結果も付記した1）。週50時間以上働いている女性で、不妊を心

配している割合が高い傾向にある。また、夫婦調査の妻と同様、労働時間が長いほど、婦人科系

の障害を感じる人がやや多い。他方で、無職の場合でも、障害を感じている人が多いので、健康

問題ゆえにフルタイムの就業が困難になっている可能性も考えられる。
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（複数回答） 

年齢・労働時間 総数 (標本数)

【表10-2】週労働時間別にみた、30代未婚女性の妊娠・出産にかかわる健康状態 

注：対象は上記年齢層の未婚女性。婦人科系の障害とは、排卵障害、卵巣嚢腫、子宮筋腫、 子宮内膜症、感染症などを含む。 
　　参考表における妻の結果は初婚どうし夫婦について。週労働時間不詳(未婚女性122件、夫婦の妻139件）は掲載を省略。 
　　ただし、総数にはこれを含む。 
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1） 夫婦調査における妻の健康に関する詳細な調査結果は、「第13回出生動向基本調査 第Ⅰ報告書わが国夫婦の結婚過程と出
生力」第6章を参照のこと。
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2. 女性の健康と結婚・出生意欲

意欲を低める不妊の懸念

こうした未婚女性の健康問題は、結婚意欲や出生意欲とどのように関連しているのだろうか。

結婚意欲および出生意欲を従属変数とし、妊娠や出産にかかわる健康状態を独立変数とした多変

量解析をおこない、問題ごとの関連性を検証した。結婚意欲については、生涯の結婚意思（意思

あり=1、意思なし・意思不詳=0）を従属変数としたロジットモデル、および希望結婚年齢を従属

変数とした重回帰モデルを推定した。出生意欲については、希望子ども数と希望出生年齢（最初

の（次の）お子さんを持ちたい年齢）を従属変数とした重回帰モデルを推定した。独立変数は、

個々の障害に当てはまる場合1、それ以外を0とするダミー変数である。すべてのモデルにおいて、

結婚意欲や出生意欲と関わりの強い、本人の現在年齢および調査時点での恋人・婚約者の有無

（恋人・婚約者あり=1、それ以外=0）をコントロール変数として投入した。

表10-3は、推定されたモデルの係数である。統計的に有意な関連性が認められる変数に＊など

のマークを付記した。結果を順に見ていこう。健康状態と生涯の結婚意思とは総じてあまり関連

性は認められない（モデル（1））。ただし、不妊を心配していると結婚意思が弱いという関係が見

られる。希望結婚年齢を高める、すなわち、結婚の先送りに関連している変数を見てみよう（モ

デル（2））。性生活に関する問題、その他の問題、不妊の心配が先送りに関連し、更年期障害は、

むしろ結婚を早めたい意識に関連していることがわかる。希望子ども数を高める変数は、性生活

の問題、逆に低める変数は、不妊の心配であった（モデル（3））。希望出生年齢を高める、すなわ

ち出生の先送りに関連している変数は（モデル（4））、不妊の心配、そして、逆にできるだけ早い

出産希望に関連するのが更年期障害であった。

出生意欲や結婚意欲は、ライフスタイルにかかわる個人の選択といった側面のみならず、不妊

の懸念など、身体的な問題とのかかわりも深いことがわかった。また、更年期障害の発症は、出

産に関わる身体的限界を認識させる経験であり、こうした事情によってはじめて結婚や出生の先

送り意識に歯止めがかかるという実態も確認できる。性生活における問題は、様々な問題を含ん

でいると考えられるが、本調査では具体的な内容までは特定できない。しかし、性に関わる悩み

や障害が、家族形成の意欲にも関連する重要な側面であることが指摘できる。
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【表10-3】結婚および出生意欲に関する多変量解析の結果 

独立変数 

従属変数 

（1） （2） （3） （4） 

注：(1)ロジットモデルの係数。標本数は全未婚女性3,583。-2logLは2424.34。 
　　(2)重回帰モデルの係数。標本数は希望結婚年齢が現在年齢以上の未婚女性2,617。調整済みR2は0.804。 
　　(3)重回帰モデルの係数。標本数は結婚意思のある、希望子ども数が判明している未婚女性3,010。調整済みR2は0.089。 
　　(4)重回帰モデルの係数。標本数は希望出生年齢が現在年齢以上の未婚女性2,615。重回帰モデルの係数。調整済みR2は0.773。 
　　†p<0.1; * p<0.05; ** p<0.01; *** p<0.001
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希望 
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（結婚意思あり） 

希望 
出生年齢 

切片 
月経(生理)に問題がある 
婦人科系の障害がある 
更年期障害がある 
性生活に問題がある 
不妊の心配がある 
その他の問題がある 
現在年齢 
恋人･婚約者あり 
調整済み決定係数 
標本数 

4.270
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0.364
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† 
***
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9.831

0.046

0.342
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1.056

0.485

0.720

0.776
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0.804
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***

***

**

**

**

***
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2.800
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-0.046

0.302

-0.315

0.116
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0.089
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***
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0.854

0.330
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***

**

***

***
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釜野さおり

1. 結婚・家族に関する意識
この調査では、第10回調査（1992年）から、独身男女の結婚、家族、男女関係などに関する意識

について調べている。彼らは、結婚のありかた、家族のかたち、男女関係の規範などについてどの

ように考えているのだろうか。またそれはどのように変化し、実際の結婚や出生とどのように関わ

っているのだろう。以下では、これらについて未婚男女を対象にしてみていくことにしよう。

今回の調査結果の概要

今回の調査では、表11-1に示す10項目、①～⑩について、未婚男女にそれぞれの考え方に「ま

ったく賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」のいずれかであ

るかをたずねた。同表では、「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」を併せた割合を賛成、「ど

ちらかといえば反対」「まったく反対」を併せた割合を反対として示した。

これらの意識の中で、８割以上の人に支持されているものは、④女らしさ男らしさは必要、③

婚前交渉はかまわない、⑤結婚後も自分の目標を持つべき、という考えである。一方、⑦夫は仕

事、妻は家庭という考えを支持する人は少なく、女性では３割以下、男性でも３割台である。男

女を比べると、全般に女性の方が、男性よりも、従来の規範的な家族や結婚にとらわれない考え

を示している。とくに、⑥結婚に犠牲は当然に賛成する割合は、女性の方が16％低い。また、①

同棲するなら結婚すべき、⑩離婚は避けるべき、⑧子ども持つべき、の質問への回答でも、男女

差が目立つ。

第11章 結婚・家族に関する意識と評価

賛成 反対 反対 

【 男  性 】 

注：対象は18～34歳未婚者。標本数は①～⑩すべて男性 3,139件、女性 3,064件。④は第13回調査で新規に追加。 

【表11-1】結婚・家族に関する意識の構成比 

結婚・家族に関する考え方 
【 女  性 】 

賛成 

① 生涯を独身で過ごすというのは、望ましい生き方ではない 

② 男女が一緒に暮らすなら結婚すべきである 

③ 結婚前の男女でも愛情があるなら性交渉をもってかまわない 

④ どんな社会においても、女らしさや男らしさはある程度必要だ 

⑤ 結婚しても、人生には結婚相手や家族とは別の自分だけの目標を持つべきである 

⑥ 結婚したら、家庭のためには自分の個性や生き方を半分犠牲にするのは当然だ 

⑦ 結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ 

⑧ 結婚したら、子どもは持つべきだ 

⑨ 少なくとも子どもが小さいうちは、母親は仕事を持たず家にいるのが望ましい 

⑩ いったん結婚したら､性格の不一致くらいで別れるべきではない  
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69.0

30.3
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15.0
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25.3

56.0%

62.9

82.1
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13.2

11.5
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55.4
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26.2

18.2

37.1
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結婚・家族を支持する意識に復調が見られる

第10回調査（1992年）から継続して調査してきた９項目への回答の時系列変化をみると、当初

は全般に独身でいることを肯定する傾向が強まっていたが、最近においてはそうした意識がゆら

ぎ、家族・結婚を支持する意識に復調の兆しが見られる。図11-1には、項目ごとに賛成または反

対と回答した割合の変化を示す。ただし、図では従来の規範的な結婚・家族を支持する側の回答

割合を示している。たとえば、①生涯独身はよくないに対しては賛成の割合、⑤結婚前に性交渉

をもってかまわないについては反対の割合を示している。

今回の調査では、①生涯独身はよくない、②同棲するなら結婚すべき、⑥結婚に犠牲は当然、

⑧子どもは持つべき、⑩離婚は避けるべきといった意見を支持する人が増えている。しかし、男

女ともに、⑦夫は仕事、妻は家庭、と考える人は継続的に減少しており、⑤結婚後も自己目標を

持つべき、という意識は継続して増加している。

これらの意識についての調査を始めた90年代には、独身でいることを肯定し、従来の形の結婚

や家族というものに消極的な考え方が広がりを見せたが、2000年を越えた第12回調査（2002年）

からは全般に傾向が変わり、今回調査でも引き続き従来の規範的な家族・結婚を支持する意識に

復調が見え始めている。ただし、家庭内の性別役割分業を否定する考えと、家族内でも自己目標

を維持する考え方など、いぜんとして変化を続けている項目もある。

【図11-1】調査別にみた、結婚・家族に関する意識 
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注：対象は18～34歳未婚者。「賛成」は「まったく賛成」と「どちらかといえば賛成」を合計した回答割合。「反対」についても同様。 
　　図では、従来の規範的な考えについては「賛成」の割合、従来の規範的な考えを否定するものについては「反対」の割合をそれぞれ用いて、 
　　従来の規範的家族を支持する方向への回答割合が示されている。 
　　詳細な数値は表11-2参照。なお項目④は第13回調査で新規に加えたため、本図では省略した。 
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社会経済的属性別にみた、結婚・家族に関する意識

ここでは、出生年（世代）別、学歴（最終卒業学校）別、現在の就業状況別に、結婚や家族に

関する意識をみていく。それぞれの項目について、中心部の０から左側が従来の規範に沿った考

え方、０から右側が従来の規範と逆の考え方（自由な考え）を示すようにグラフを描いた。各項

目の左右には、具体的にどちらの回答（賛成、反対）を示しているかを明記している。例えば①

では、「生涯独身は望ましくない」という考えに賛成した人が、従来の規範に沿った考えを持ち、

反対した人がその規範とは異なる自由な考えをもつ、という形に分類している。
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賛成 反対 不詳 賛成 反対 不詳 
29.1
36.0
31.0
30.3
16.5
24.9
21.0
20.5
17.0
11.7
10.9
10.3

8.9

18.2
16.7
14.7
13.7
49.4
47.7
40.4
37.5
32.5
47.8
51.8
58.1

6.8
15.3
15.6
15.0

7.0
  -  

15.8
18.6
26.4
31.4
25.7
25.3

【表11-2】調査別にみた、結婚・家族に関する意識の構成比 

設問： 「結婚、男女関係、家庭、子どもを持つことについてはいろいろな考え方がありますが、下に例として①～⑩のような考え方を示しました。 
 それぞれについて、あなたご自身はどのようにお考えでしょうか。それぞれの右の欄のあてはまる番号に○をつけてください。」 
 1.まったく賛成, 2.どちらかといえば賛成, 3.どちらかといえば反対, 4.まったく反対 
対象： 18歳～34歳の未婚者。標本数はそれぞれ、第10回男性4,215、女性3,647、第11回男性3,982、女性3,612、第12回男性3,897、 
 女性3,494、第13回男性3,139、女性3,064。「賛成」は「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」を合計した回答割合。「反対」についても同様。 
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全般に、これらの属性別に回答をみると、男性の回答は、属性による違いが女性に比べて小さ

く、とりわけ、出生年による違いは、ほとんどみられない。男性の回答で目立つのは、⑦の夫は

仕事、妻は家庭に対する考えにみられる学歴による違いと、①生涯独身についての考えにみられ

る就業状況による違いである。女性では、夫は仕事、妻は家庭に対する考えにみられる学歴によ

る違いが最も大きく、次いで、同じ項目での就業状況による違いが大きい。

項目別にみると、⑦夫は仕事、妻は家庭に対する回答に、属性による違いが一番明確に現れて

いる。また、⑧結婚したら子どもを持つべきだという考えにも、ある程度の違いがみられる。一

方、③婚前交渉と④女らしさ男らしさについての考えには、属性による違いがあまりない。

以下では、それぞれの属性別の結果をさらに細かくみていく。

1）出生年別にみた、結婚・家族に関する意識

男性の回答は、出生年代による違いが極めて小さい（図11-2左）。全般に、年齢が若いほど従

来の規範的な考えを示す回答が少ないが、⑩の離婚に対する意識では、若い層に、離婚すべきで

ないという考えを支持する人が多い。⑥結婚に犠牲は当然と⑦夫は仕事、妻は家庭に反対する割

合は、出生年代によって７％程度の違いがみられる。

女性の回答をみると、男性に比べ、出生年による違いが大きい（図11-2右）。違いが最も顕著

なのは、⑩離婚に対する意識で、男性と同様に若い人の方が従来の規範的な考えを持つ傾向があ

る。1970～74年生では、性格の不一致くらいで別れるべきではないという考えを支持する人が半

数であるが、1975～79年生まれと1980～84年生まれでは36～38％、1985～87年では28％で、最大

23％の開きがある。⑨小さい子どものいる母親は家にいるべきという意見についても、わずかな

違いではあるが、従来の規範的な考えを示す割合は若い層に多い。

若い年齢層の方が従来の規範にとらわれない自由な考えを持つ傾向を示す項目は、⑦夫は仕事、

妻は家庭で、反対割合が一番低い1970～74年生まれでは60％、一番高い1985～87年生まれでは

74％で、15％程度の開きがある。⑧結婚したら子どもを持つべきに対する意見は、1970～74年生

まれの反対割合が36％で、他の年齢層の25％前後に比べると高い。また、④女らしさ男らしさは

必要に対しても、1985～87年生まれでは反対が18％で、他よりも8～10％高い。⑥結婚に犠牲は当

然への反対割合は、年齢が若いほど低いが、1985～87年生まれでは高くなっている。

①生涯独身は望ましくない、③婚前交渉は認める、⑤結婚後は自己目標を持つべき、⑨母親は

家にいるべきという考えに対する回答では、年齢による違いがほとんどみられない。
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【図11-2】出生年別にみた、結婚・家族に関する意識の構成比 

46.0
41.2
43.7
46.5

46.6
47.9
47.2
50.2

47.9
46.0
46.1
45.5

29.0
30.3
29.6
33.4

40.7
41.5
44.6
48.3

26.6
28.2
24.8
19.8

27.4
28.9
27.6

27.7

31.7
34.2
32.7

4.5
7.2
5.1

5.5

12.7
14.6
12.6

11.2

14.9

20.7
21.0

16.4

11.1

10.4

10.4
10.7

38.0
38.9
40.4
37.1

30.7
30.3
29.8
26.8

5.1
4.5

22.9
19.3

9.2
8.8
7.6

6.0

31.0

15.4

20.2

10.3

14.2
4.7

3.9

4.5

4.3

5.5

3.5

4.3

16.6
18.9

5.8
5.6

6.1

⑥結婚に犠牲当然 

⑦夫は仕事妻は家庭 

⑧子ども持つべき 

⑨母親は家に 

⑩離婚避けるべき 

8.9
9.3
9.4
9.1

49.0
50.3
45.0

10.0
9.2
8.3
9.7

43.7

42.5
40.3

36.7
39.0
41.9
40.3

42.3

20.1

24.2
21.7

18.3
18.4
15.3
11.5

45.4
50.0
52.0

40.9
36.9
34.9
38.7

23.4

19.4
22.8

30.0
27.1
25.3
30.5

41.2
34.2
33.0

11.4
11.1
13.3

12.6

46.0

41.6

4.4
3.3

4.8
3.7

0.8
1.5
1.5
1.8

35.2
29.8

38.5

7.6
6.4

49.8

13.7

8.4

2.7
2.1

42.0

9.1
18.6 26.3 9.2

9.7

9.5

48.3

34.1

45.5
40.4

4.4

2.0

42.7
38.6
42.0
33.4

47.0
48.2
49.3
50.2

44.5
45.0
47.7
43.8

18.7
23.7
28.5
27.9

29.6
36.4
35.8
30.1

24.8
20.6
16.0

33.7
29.8
27.7
24.3

24.8
25.9
24.3

3.8

5.1
7.4
5.8

5.5

22.2

27.0
36.5

11.1

14.6

17.9

16.3
21.5

38.5
38.2
37.0
35.6

44.5
35.6
41.3
42.3

7.0
14.4

35.7
29.7

17.3
15.8
13.1
16.4

10.0

14.2

6.6
3.7

3.6

14.8

27.1

15.6

13.4
4.2
5.8

4.5

8.6

14.6

5.1

8.7

24.1
26.8

10.9
9.1

5.9

10.8
11.1
12.1
11.4

47.4
43.2
41.8

9.8
6.1
7.3
9.1

48.9

45.9
45.1

40.9
39.0
41.1
44.1

45.3

24.1

27.5
30.9

21.5
25.3
22.2

22.0

46.0
46.0
47.0

7.3

38.0
39.6
35.7
39.1

15.5

15.1
13.6

25.0
22.7
23.0
21.5

35.4
35.8
32.8

6.8
8.1
7.9

5.2

41.9

49.4

2.9
2.4

1.4
2.3
2.1

3.4

42.2
35.8

43.6

24.2

2.9
2.4

5.3

47.3

8.0

4.4

14.9

2.9
2.5

40.9

5.6
3.4

5.9

48.7

30.0

46.7
43.2

2.3

2.7

7.1

100 75 50 25 0

［賛　成］ ①生涯独身よくない ［反　対］ 

②同棲なら結婚すべき 

③婚前交渉認める 

④女らしら男らしさ必要 

⑤結婚後も自己目標持つ 

【 男　　性 】 【 女　　性 】 

25 50 75 100 100 75 50 25 0 25 50 75 100% %

100 75 50 25 0 25 50 75 100 100 75 50 25 0 25 50 75 100% %

［賛　成］ ［反　対］ 

［反　対］ ［賛　成］ 

［賛　成］ ［反　対］ 

［反　対］ ［賛　成］ 

［賛　成］ ①生涯独身よくない ［反　対］ 

②同棲なら結婚すべき 

③婚前交渉認める 

④女らしら男らしさ必要 

⑤結婚後も自己目標持つ 

［賛　成］ ［反　対］ 

［反　対］ ［賛　成］ 

［賛　成］ ［反　対］ 

［反　対］ ［賛　成］ 

［賛　成］ ［反　対］ 

［賛　成］ ［反　対］ 

［賛　成］ ［反　対］ 

［賛　成］ ［反　対］ 

［賛　成］ ［反　対］ 

⑥結婚に犠牲当然 

⑦夫は仕事妻は家庭 

⑧子ども持つべき 

⑨母親は家に 

⑩離婚避けるべき 

［賛　成］ ［反　対］ 

［賛　成］ ［反　対］ 

［賛　成］ ［反　対］ 

［賛　成］ ［反　対］ 

［賛　成］ ［反　対］ 

注：対象は18～34歳未婚者。それぞれの項目は、「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」の順番で 
　　分布（％）が記載されている。但し、③と⑤は、「まったく反対」「どちらかといえば反対」「どちらかといえば賛成」「まったく賛成」の順に記載。 
　　標本数：（男性）1970-74年生596、1975-79年生1,007、1980-84年生1,025、1985-87年生511、女性1970-74年生452、 
　　1975-79年生811、1980-84年生1,160、1985-87年生641。 

1970～74年 
1975～79年 
1980～84年 
1985～87年 



2）学歴（最終卒業学校）別にみた、結婚・家族に関する意識

次に、学歴によってこれらの意識項目への回答がどう異なるのかをみる。全般に学歴が高いほ

ど、自由な考えを示す人が多いが、短大・高専卒の人の方が専修学校卒の人よりも、その割合が

低い項目も多い。

学歴による違いが顕著な項目を挙げると、⑦夫は仕事、妻は家庭への回答で、中学校卒と大

学・大学院卒の賛成割合の間には、17％の違いがある。また、④女らしさ男らしさは必要に賛成

する割合は、男女別学高校卒でほぼ90％であるのに対し、中学校卒では80％である。⑤結婚後も

自己目標を持つという意見に賛成する割合は、学歴が高いほど高いが、短大・高専卒では低めで

ある。賛成割合は大学・大学院卒で85％、中学校卒で73％で、12％の違いがある。

③婚前交渉を認めると答える割合は、学歴が高いほど高いが、短大・高専卒で少し低めになっ

ている。中学卒以外は８割以上が支持しており、大学・大学院卒との違いは９％である。⑥の結

婚に犠牲は当然については、賛成も反対も、学歴による違いは８％程度で、短大・高専卒は、一

番反対割合が低く、かつ賛成割合も一番高い。専修学校卒では、反対が一番多く賛成が一番少な

く、この項目の回答のパターンは、他と少し異なっている。⑩離婚に対する意識の回答の傾向も

つかみにくく、離婚を容認する割合は、高い順から、大学・大学院卒、専修学校卒、中学校卒、

男女別学高校卒、専修学校・短大卒、共学高校卒で、大学・大学院卒と共学高校卒の間には、

10％の開きがある。なお、①生涯独身、②同棲するなら結婚、⑧結婚したら子どもを持つべき、

⑨母親は家にいるべきへの回答では、学歴による違いが８％未満で、比較的小さい。

女性の回答をみると、男性に比べ、全体的に学歴による違いが大きい。学歴による違いが一番

目立つのは、⑦夫は仕事、妻は家庭に対する意見で、学歴が高い方が反対の割合が高く、中学校

卒では35％であるのに比べ、女子大卒では78％、共学の大学・大学院卒では76％と、40％以上の

違いがある。反対割合は、同じ高卒でも女子校卒より共学卒の方が高く、短大卒より専修学校卒

の方が高く、大卒より女子大卒の方が高い。

学歴が高いほど支持率が高い意見は、⑤結婚後も自分だけの目標をもつべきだという意見で、

中学校卒では71％、高校卒業以上では８割以上、女子大・共学大学・大学院卒ではほぼ９割であ

る。⑥結婚に犠牲は当然という意見に反対する人は、中学校卒が他に比べて４割と低く、女子大

卒と大学・大学院卒では６割台前半である。また、⑨子どもが小さいうちは、母親は家にいるべ

きという考えに対する反対割合は、女子大卒と共学大卒ではほぼ４人に１人に対し、中学卒と共

学高校卒では14～15％と低めである。⑩離婚すべきでないに対する反対割合も、おおむね、共学

高校卒で一番低い以外は、学歴が高いほど高い。

学歴による違いはみられるものの、その傾向が読み取りにくい項目もある。①生涯独身は望ま

しくないという考えに反対する意見は、女子大卒で一番高く、ほぼ５割、共学の大学・大学院卒、

専修学校卒、共学高校卒では４割、低い方をみると、女子高校卒で34％、短大・高専卒で36％で

ある。短大、女子高校、女子大は女性のみの環境であるが、教育年数によって意識の違いがみら

れるのは注目すべき点であろう。②同棲に対する意識にも一貫した傾向はみられず、中学卒で一

番支持割合が高く38％、一番低いのは短大卒の26％である。⑧子どもは持つべき、に反対する割

合は、短大卒で一番低く２割、女子大卒で一番高く33％、次いで共学大学卒の３割、他は24～

27％である。

③婚前交渉や④女らしさ男らしさについての回答には、学歴による違いがほとんどみられない。
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【図11-3】学歴別にみた、結婚・家族に関する意識の構成比 
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注：対象は18～34歳未婚者。それぞれの項目は、「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」の順番で 
　　分布（％）が記載。但し、③と⑤は、「まったく反対」「どちらかといえば反対」「どちらかといえば賛成」「まったく賛成」の順に記載。 
　　標本数は、男性：中学校155、高等学校（共学）886、高等学校(別学）194、専修学校363、短大・高専165、大学・大学院1,325、 
　　女性：中学校85、高等学校（共学）624、高等学校(別学）178、専修学校421、短大・高専732、女子大学209、大学・大学院775。 
　　最終卒業学校のその他と不詳の表示は省略している。 

中学校 
高等学校（共学） 
高等学校(別学） 
専修学校 
短大・高専 

女子大学（女性のみ） 
大学・大学院 



3） 就業の状況別にみた、結婚・家族に関する意識

就業状況別に、結婚・家族に関する意識をみると、どのような状況にある人が従来の規範的な

考えを持っているのか、あるいはその規範にとらわれない考えを持っているのかということは一

概に言いがたく、項目によってさまざまである（図11-4）。ただし、男性では、いくつかの項目

で、自営業の人が、他の就業状況の人と比べ、従来の規範的な回答を選ぶ傾向がみられる。まず、

男性の結果をみると、①生涯独身でいることと、②同棲に対する意見で、就業状況による違いが

比較的明らかにみられる。⑧子どもは持つべき、⑨母親は家にいるべきに対する回答でも、ある

程度の違いがみられる。

①生涯独身は望ましくないという考えに反対する割合が高いのは、無職で38％、次いで派遣と

パートで34％、学生で32％、正規職員で29％となっている。自営業主では特に低く19％である。

②同棲についての意識をみると、同棲を支持する意見をもっている割合が高いのはパートで30％、

逆に一番低いのは自営の15％で、パートとの違いは15％である。

⑦夫は仕事、妻は家庭に対する意識では、反対割合が一番高いのが学生の63％、次いで派遣

62％、パート60％、他は50％台で、一番低いのは自営業主である。⑧結婚したら子どもは持つべ

きという考えに対する反対意見は、無職・家事で一番高く22％、次いでパートの19％、学生の

17％、派遣の15％、正規の職員の13％、一番低いのは自営業等の10％である。⑨小さい子どもを

持つ母親は家にいるべきという考えについても、反対割合が高いのは、無職の24％、次いで学生

の21％と派遣の20％で、正規の職員、パート、自営業等では10％台である。

③婚前交渉、④女らしさ男らしさ、⑤結婚しても自己の目標を持つ、⑥結婚に犠牲は当然、⑩

離婚に関する意識では、就業状況による違いが８％以下と比較的小さい。

次に、女性の回答をみると、やはり、明確な傾向はみられない。就業状況によって大きな違い

がみられるのは、⑦夫は仕事、妻は家庭、②同棲、⑩離婚に関する意識である。最も違いが顕著

な⑦の夫は仕事、妻は家庭に反対する割合は、学生で77％と特に高く、次に高い正規の職員と自

営業等の67～68％とは、約１割の違いがある。反対割合は、派遣で63％、パートで60％、無職で

は52％で、派遣と学生との開きは25％ある。②同棲について従来の規範にとらわれない考えをす

る割合が一番高いのは、自営業等で、ほぼ５割、次いで無職39％、派遣37％、学生34％、パート

32％、正規の職員30％の順になっており、自営業等と正規職員との差は２割近い。⑩離婚につい

ては、自営業等で従来の規範にとらわれない意見を持つ人の割合が一番高く51％、次いで無職と

派遣の43％で、他は３割台で、その割合が最も低いのは、学生で33％である。

③婚前交渉と④女らしさ男らしさに対する意見でも、就業状況による違いがある程度みられる。

婚前交渉は構わないと考える人は、派遣で87％、正規の職員で86%、学生と自営業等で82％、無

職とパートでは76％である。女らしさ男らしさを必要だと考える人の割合は、就業状況によって

12％程度の違いがある。

⑧結婚したら子どもを持つべきという考えに反対する割合は、無職で一番高く35％、正規の職

員で一番低く22％で、その差は13％、その他の就業状況では27～29％である。⑥結婚に犠牲は当

然の回答でも同程度の違いがあるが、反対割合が一番高いのが自営業等で65％、次いで学生の

61％、その他の就業状況では52～55％である。

なお、①生涯独身、⑤結婚後も目標を持つべき、⑨母親は家にいるべきに対する考えは、就業

状況による違いが８％以下と小さい。
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【図11-4】就業の状況別にみた、結婚・家族に関する意識の構成比 
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注：対象は18～34歳未婚者。それぞれの項目は、「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」の順番で 
　　分布（％）が記載。但し、③と⑤は、「まったく反対」「どちらかといえば反対」「どちらかといえば賛成」「まったく賛成」の順に記載。 
　　標本数は、男性：正規の職員1504、パート330、派遣・嘱託198、自営業等177、無職・家事201、学生642、女性：正規の職員1,251、 
　　パート414、派遣・嘱託325、自営業等49、無職・家事208、学生745。就業状況のその他と不詳の表示は省略している。 



結婚意欲と結婚・家族に関する意識

次に、結婚・家族に関する意識が、結婚への志向に関連しているか否かをみるため、それぞれ

の意識項目の回答別に、結婚への志向の内訳を比較してみる。ここでは、結婚への志向を、ある

程度の年齢までには結婚するつもりである（結婚年齢志向＝年齢重視派）、結婚意思はあるが、理

想的な相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわない（結婚相手志向＝理想重視派）、一生結婚

するつもりはない（結婚意思なし）の３グループに分ける。結婚意欲は、強い順から、結婚年齢

志向、結婚相手志向、結婚意思なしとなっているとみなす。
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①生涯を独身で過ごすというのは、望ましい生き方ではない ②男女が一緒に暮らすなら結婚すべきである 
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⑤結婚しても、人生には結婚相手や家族とは別の自分だけの目標を持つべきである ⑥結婚したら、家族のためには自分の個性や生き方を半分犠牲にするのは当然だ 

③結婚前の男女でも愛情があるなら性交渉をもってかまわない ④どんな社会においても、女らしさや男らしさはある程度必要だ 
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図11-5に男女別に、各項目の回答それぞれについて結婚志向の内訳を示す。まず、①生涯独身

は望ましくないに対する回答によって、「結婚年齢志向」の割合をみると、男性で「まったく賛成」

と答えた人では65％、以下、「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」

の順に48％、41％、26％と低くなり、「まったく賛成」の人と、「まったく反対」の人では、「結婚

年齢志向」の割合に４割近くの差がある。同じように比較していくと、ほぼ全ての項目で、従来

の規範的な考えを持つ人ほど「結婚年齢志向」の人が多く、「結婚意思なし」の人が少ないことが

わかる。男女ともに、結婚志向による回答の違いは、⑧結婚したら、子どもは持つべきだに対す

る考えで最も顕著に出ており、「まったく賛成」と「まったく反対」では４割の違いがある。①生

涯独身でいることに対する考え方に比べ、子どもを持つことに対する考え方の方で、結婚志向に

より大きな違いがみられることは、興味深い。⑦夫は仕事、妻は家庭や⑨母親は家にいるべきに

対する考えにおいても、従来的な性別役割分業や母親のあり方を支持する人ほど、結婚意欲が高

い傾向がみられる。これは、結婚という制度や生活の実態が、依然として男女の固定的な役割分

業に基づいているためであると考えられる。

なお、他の項目でも、結婚志向によって回答に20％前後の違いが見られる。例外は、男性の③

婚前交渉に対する考えと、⑤結婚しても自分の目標をもつべきに対する考えで、結婚志向との関

連がほとんどみられない。結婚によって目標を変える必要があるという認識を持たず、実際にも

変えずに済んでいる男性にとっては、結婚を考える上で、自分だけの目標を持つべきか否かは重

要ではないという可能性がある。また、婚前交渉についての考えも、男性にとっては、結婚意欲

とは切り離したものとして存在しているといえる。
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⑨少なくとも子どもが小さいうちは、母親は仕事を持たず家にいるのが望ましい 
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2. 周囲の結婚や子育てに対する見方

ここでは、子どもの頃の親の夫婦関係や、親、きょうだい、友人の結婚・子育てに対する見方

について５つの質問をした。今後結婚あるいは子育てをする可能性のある未婚者が、特に身近な

人たちの状況をどのように捉えてきたか、あるいは捉えているかに注目してみたい。

全般に周りの人の結婚や子育てには肯定的

全般に、男女の回答には大きな違いは観察されない。父親がよく家事をしていたと答えた人は

男女とも２割台、周囲やマスコミから結婚や出産･子育てについてたいへんそうだと聞いている人

は６～７割である。親や友人の夫婦関係･結婚に対しては、肯定的（うらやましい･幸せそう）に

感じている人が約半数おり、そうでない人よりかなり多い結果となっている（表11-3）。

社会経済的属性別にみた、周囲の結婚や子育てに対する見方

ここでは、男性と女性それぞれについて、年齢、学歴（最終卒業学校）、就業の状況別に、周囲

の結婚や子育ての捉え方をみてみる。「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を併せて

「あてはまる」、「あてはまらない」と「どちらかといえばあてはまらない」を併せて「あてはまら

ない」として表示する。

1）年齢別にみた、結婚や子育てに対する見方

父親が「よく家事をしていた」と認識している人は、男女とも若い人の方に多く、30代では２

割未満であるのに対し、20歳未満では男性は31％、女性は26％である（図11-6）。両親の夫婦関

係をうらやましく思うか否かに対しての回答では、年齢による違いが比較的小さく、半数程度が

両親のような関係をうらやましく思っている。友人についての質問は、幸せそうだと思う、とい

う言葉を使っているため、両親についての質問とは異なるが、こちらでは、年齢による違いがみ
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両親のような夫婦関係を 
うらやましく思う 

【表11-3】周囲の結婚や子育ての見方 
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られる。友人の結婚を幸せそうと感じるのは、年齢が高い人の方が多く、25歳以上では男女とも

６割以上である。同世代の友人やきょうだいが子どもをもっていると回答した割合は、当然であ

るが年齢が高い人ほど高い。結婚、出産、子育てはたいへんだと聞くことが多いと答えた割合は、

すべて５割以上で、年齢が高い人の方が、やや高く、また男女を比べると、女性の方が高い。

2）学歴別にみた、結婚や子育てに対する見方

父親が家事をよくしていたと認識している人の割合をみると、学歴による違いがほとんど見ら

れないが、父親が家事をしていなかったという人（あてはまらないと回答した人）の割合は、男

女とも学歴の高い方が高くなっている（図11-7）。両親の夫婦関係については、うらやましく思

うという回答が学歴の高い人に多く、中学校卒では３割程度であるが、大学・大学院卒では５割
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【図11-6】年齢別にみた、結婚や子育てに対する見方 
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以上である。友人の結婚に対する見方は、男性では、学歴による違いがそれほど顕著ではなく、

幸せそうだという回答はすべて５割前後である。女性では、中学校卒の42％が一番低く、短大・

高専卒の63％が一番高い。

友人やきょうだいで子どもを持っている人が多いと答えた割合は、女性では、女子大卒と共学

大学・大学院卒では２割台で、他の４割前後に比べて低い。男性でも大学・大学院卒の男性は、

持っている人が多いと答える人が他よりも少ない。結婚や出産、子育てはたいへんだと聞くこと

が多いかどうかについては、男女とも中学校卒で「あてはまる」と回答した人が他よりも少なめ

だが、学歴による違いは顕著でない。
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【図11-7】学歴別にみた、結婚や子育てへの見方 
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　子どもを持っている人が多い 

⑤周囲の人やマスコミから、結婚や出産・ 
　子育てはたいへんだと聞くことが多い 

③結婚しているまわりの友人をみると、 
　幸せそうだと思う 
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3）就業の状況別にみた、結婚や子育てへの見方
父親が家事をしていたかについての回答には、就業の状況による違いがみられない。両親の夫

婦関係をうらやましく思う割合は、男女とも正規の職員、自営業主、学生でやや高め、派遣やパ

ート・アルバイトでやや低めであるが、その差は１割以内である（図11-8）。

結婚している友人を幸せそうだと思う割合は、男性では正規の職員と自営業主、女性では、正

規の職員と派遣で高い。子どもを持っている友人が多いかについては、男性では自営業主の人の

57％があてはまると回答し、他よりも２割以上高い。女性は学生を除き、就業状況による違いは
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【図１１-8】　就業の状況別にみた、結婚や子育てへの見方 
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ほとんどない。周囲の人やマスコミから、結婚などはたいへんだと聞くことが多いか否かへの回

答は、男性ではあてはまると答える割合が、学生でやや低め、自営業主等でやや高めで、１割程

度の違いがあり、女性では自営業主の人では低め、正規の職員と派遣の人では高めで、その差は

12～13ポイントである。現在の就業状況も、周りの人の結婚や子育てなどの捉え方に無関係では

ないことがうかがえる。

周りの人の結婚や子育てに肯定的な人は、結婚意欲がやや高い

18～24歳と、25～34歳それぞれについて、周囲の結婚や子育てに対する評価によって、一年以

内の結婚意思に違いがあるか否かをみると、男女とも両親や友人夫婦の関係を肯定的に感じてい

る人の方が、「結婚したい」あるいは「理想的な相手が見つかれば結婚してもよい」と答えている

人が多く、結婚意欲が高いことがわかる（図11-9）。特に、友人の影響力は大きく、友人の結婚

をうらやましいと思うことや、周りに子どものいる友人が多いといった環境的な側面も、結婚の

意思に関連している。また、結婚・出産・育児については、大変だと聞いているという人の方が、

結婚意欲が高い。これは、たいへんだというメッセージが送られたとしても、それが必ずしも単

純に結婚や出産を避けようという考えにはつながっていないことを示している。結婚や子育てに

関心があるために、メッセージに敏感になっているという解釈もできる。年齢の若い層（18～24

歳）では、男性の回答に比べ、女性の回答に、ここであげた傾向がより明らかに現れている。

99第１１章　結婚・家族に関する意識と評価



100 第１１章　結婚・家族に関する意識と評価

5.4 5.4 6.4 6.0 9.4 5.5
14.2

5.4 7.0 5.8

26.6 26.3 24.9
32.1 24.4

33.6

26.2
25.7 28.1

66.8 67.9 65.5 68.2 57.5 69.3 51.0

67.8

66.7 64.9

27.2

【女性】 

2.7 3.3 3.7 2.9 5.5 2.8 6.4
3.8 4.1

1.2

22.9 17.8 21.7
25.0

20.9
27.5

20.5 22.7
16.0

71.4 78.0 75.0 74.0 67.9
74.3

63.7
74.0 71.8

80.6

19.6

13.2 12.1 12.4 12.1 13.9 8.6 15.2 9.3 12.9 11.3

42.6 47.3 46.0
49.3

42.6

49.6

44.5
46.6 45.7

41.7 39.0 39.2 40.4 35.0
47.3

32.9
45.1 38.6 41.8

46.6

18.8 16.7 17.9 18.2 20.2
13.3 19.2 16.2 18.5 16.7

56.5 55.0 52.0
56.6

50.9

57.7
52.6

55.0 53.3

24.3 26.9 22.8 28.7 21.9
34.5

22.3
29.8 25.2 29.6

57.9

【18～24歳】 

【25～34歳】 

【男性】 

0

20

40

60

80

100
一
年
以
内
の
結
婚
意
思
の
構
成
（
％
） 

 

0

20

40

60

80

100
一
年
以
内
の
結
婚
意
思
の
構
成
（
％
） 

あ
て
は
ま
る 

①
父
親
の
家
事 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
る 

う
ら
や
ま
し
い 

②
両
親
夫
婦 

あ
て
は
ま
る 

幸
せ
そ
う 

③
友
人
の
結
婚 

あ
て
は
ま
る 

子
ど
も
多
い 

④
友
人
に 

あ
て
は
ま
る 

た
い
へ
ん
だ
と
聞
く 

⑤
結
婚･

出
産･

育
児 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

【女性】 

あ
て
は
ま
る 

①
父
親
の
家
事 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
る 

う
ら
や
ま
し
い 

②
両
親
夫
婦 

あ
て
は
ま
る 

幸
せ
そ
う 

③
友
人
の
結
婚 

あ
て
は
ま
る 

子
ど
も
多
い 

④
友
人
に 

あ
て
は
ま
る 

た
い
へ
ん
だ
と
聞
く 

⑤
結
婚･

出
産･

育
児 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
る 

①
父
親
の
家
事 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
る 

う
ら
や
ま
し
い 

②
両
親
夫
婦 

あ
て
は
ま
る 

幸
せ
そ
う 

③
友
人
の
結
婚 

あ
て
は
ま
る 

子
ど
も
多
い 

④
友
人
に 

あ
て
は
ま
る 

た
い
へ
ん
だ
と
聞
く 

⑤
結
婚･

出
産･

育
児 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
る 

①
父
親
の
家
事 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
る 

う
ら
や
ま
し
い 

②
両
親
夫
婦 

あ
て
は
ま
る 

幸
せ
そ
う 

③
友
人
の
結
婚 

あ
て
は
ま
る 

子
ど
も
多
い 

④
友
人
に 

あ
て
は
ま
る 

た
い
へ
ん
だ
と
聞
く 

⑤
結
婚･

出
産･

育
児 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

0

20

40

60

80

100
一
年
以
内
の
結
婚
意
思
の
構
成
（
％
） 

【男性】 

0

20

40

60

80

100
一
年
以
内
の
結
婚
意
思
の
構
成
（
％
） 

【図11-9】周囲の結婚や子育てに対する評価別にみた、一年以内の結婚意思 

まだ結婚するつもりはない 
理想的な相手が見つかれば結婚してもよい 
一年以内に結婚したい 

注：結婚意思の不詳の表示は省略。 
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市
郡

国民生活基礎調査の単位区別名簿と同じになります。

（　　2　枚目　小計）

合　　　計

第13回 出生動向基本調査
結婚と出産に関する全国調査

単位区別世帯名簿 （  2 枚のうち　2　枚目)

都道   区
東京都 府県 新宿 町村

保健所名　　 牛込保健所 調査員氏名　 若松　一郎

地区番号 単位区番号

妻が50歳未満の夫婦 18～50歳未満の独身者
(1) (2)

夫 婦 夫 婦 票 独 身 独 身 者 数 備　考世 帯
世帯主氏名

番 号 組 数 配布数 回収数 者 数 配布数 回収数

河田　次郎

春日　三郎

柳町　四郎

神楽　五郎
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－上野　郷 調査重複－

備　考
(1) (2)

夫 婦 夫 婦 票 独 身 独 身 者 数世 帯

配布数 回収数

18～50歳未満の独身者

世帯主氏名
組 数 配布数番 号

妻が50歳未満の夫婦

回収数 者 数�
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郡

第13回 出生動向基本調査
結婚と出産に関する全国調査

単位区別世帯名簿 （  2 枚のうち　2　枚目)

若松　一郎

都道   区
東京都 府県 新宿 町村

18～50歳未満の独身者

保健所名　　 牛込保健所 調査員氏名　

番 号

地区番号 単位区番号

妻が50歳未満の夫婦

回収数

備　考
(1) (2)

夫 婦 夫 婦 票 独 身 独 身 者 数世 帯

配布数
世帯主氏名

回収数

河田　次郎 0

組 数 配布数 者 数

夫のみ

春日　三郎 2
柳町　四郎 － 不在

神楽　五郎 1 回答拒否

（　　2　枚目　小計）
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